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基礎看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
◎和文
 １．藤田文子：血液透析移行時期にある腹膜透析患者の体験．慢性看護学会誌，４（１），１０８，２０１０．
 ２．斉藤しのぶ，和住淑子：看護系大学３年次編入生が自覚する学習課題．日本看護学教育学会第２０回学
術集会講演集，２７１，２０１０．
 ３．廣田和人：病院に就業する新人看護師の教育に関する研究－教育対象者の要望に適った指導に焦点を
当てて－．第１４回日本看護管理学会年次大会講演抄録集，９６， ２０１０．
 ４．山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ，河部房子，永田亜希子，小嶋夕佳：東西融合型健康自主管理シス
テムにおける方法論の検討．第６２回日本良導絡自律神経学会学術大会，４４，２０１０．
 ５．山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「大英帝国支配下
のインドの衛生改革」におけるF．Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第３０回日看科会
学術集会講演集，４２２，２０１０．
 ６．斉藤しのぶ，和住淑子，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「ハーレイ街病院
の再建」におけるF．Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第３０回日看科会学術集会講演集，
４２３，２０１０．
 ７．丸茂美智子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「救貧院の看護改
革」におけるF．Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第３０回日看科会学術集会講演集，
４２４，２０１０．
 ８．永田亜希子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，水口陽子，河部房子：「地域看護活動」
におけるF．Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第３０回日看科会学術集会講演集，
４２３，２０１０．
 ９．永田亜希子，大釜敏正，岡直子，藤田水穂，小宮山政敏，岩崎寛，野田勝二，西育子，渡辺敏：緩和
ケア病棟における園芸療法導入に向けた課題－看護師を対象としたアンケート調査の分析から－．第
３０回日看科会学術集会講演集，３３５，２０１０．
１０．和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「英国陸軍の衛生
改革」におけるF．Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第３０回日看科会学術集会講演集，
４２２，２０１０．
１１．水口陽子，斉藤しのぶ，和住淑子，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，河部房子：看護婦養成にお
けるF．Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第３０回日看科会学術集会講演集，４２４，２０１０．
１２．和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：社会変革期にお
けるF．Nightingaleの業績の今日的意義，ナイチンゲール研究学会第３１回研究懇談会，２０１０．
◎英文
１３．Toshie Y．， Yoshiko W．， Shinobu S．， Fusako K．，Akiko N．：How ethics exist in nursing，
１１th INTERNATIONAL ICNE CONFERENCE，５９，２０１０
１４．Yoshiko W．， Shinobu S．， Toshie Y．， Michiko．M．，Akiko N．， Yoko M．， Fusako K． ：
Development of the Framework for extracting the positive findings for nurses in modern day 
from F．Nightingale's work about Social Reform，１１th International Nursing Conference ９０ th 
Anniversary of PUMC’s Nursing Education，１５０ ，２０１０．
１５．Tomoko S．， Shinobu S．， Toshie Y．：The characteristics of clinical decisions by nurses using 
Electronic Integrated Care Pathway（e-ICPs），１４th International Nursing Research Conference，
２０１０．
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〔単行書〕
１６．藤田文子：ナーシング・プロフェッショナル・シリーズ腎不全・透析看護の実践． 松岡由美子， 梅
村美代志（編）．腹膜透析の実際．第１版，医歯薬出版株式会社，１３５-１７４，２０１０．
〔研究状況〕
　当教育研究分野では、理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追究し、その継承・発展
を目指して教育・研究活動を行っている。
　F．Nightingaleが生きた当時の英国は、社会変革の最中にあり、彼女は生涯にわたって様々な制度改革
に携わっていた。その業績のうち今年度は６つの制度改革に関連する業績に関する一次文献にあたり、当
時の英国における業績の意義を明らかにし、様々な制度の変革期にある現代において、看護が本来の役割
を果たすための取り組みへの示唆を明らかにした。（５）（６）（７）（８）（１０）（１１）（１２）（１４）
　また、健康自主管理に関する研究は、当研究分野がこれまでに継続させてきたテーマであり、山本は東
洋医学と西洋医学を融合させた健康自主管理システムの構築を目指して、自主管理の方法論について検討
した。（４）
　山本は、看護実践の中に倫理がどのように存在するかについて、優れた看護実践の分析を通して明らか
にした。（１３）斉藤は、看護系大学３年次編入生を対象に、看護学の修得という観点からどのような学習課
題があるかについて研究を行っており、今年度は編入生自身が学習課題をどのように自覚しているかを分
析し、発表した。（２）藤田は、腹膜透析患者の腹膜機能が低下し血液透析へ移行せざるを得ない段階に
なった時にどのような体験をしているのかをまとめ、発表した。（１）廣田は、全国の病院に就業する新人
看護師が実際に受けた指導の中から、どのような指導を要望しているのかを分析し、発表した。（３）坂本
は、電子化クリニカルパスを活用した看護師が、看護過程を展開する時の思考過程に着目し、電子化クリ
ニカルパスを活用している看護師の認識の特徴を明らかにし、発表した。（１５）
看護教育学
〔原著〕
 １．横山京子，舟島なをみ：訪問看護師のロールモデル行動に関する研究．看護教育学研究，19（1），11-
20，2010．
 ２．村上みち子，舟島なをみ，三浦弘恵：看護学教員としての倫理的行動自己評価尺度の開発．看護教育
学研究，19（1），35-45，2010．
 ３．山口智美，舟島なをみ：スタッフ看護師と相互行為を展開する看護師長の行動に関する研究－看護師
長が発揮する教育的機能の解明に向けて－．看護教育学研究，19（1）， 46-59，2010．
 ４．後藤佳子，舟島なをみ，中山登志子：看護学の講義を展開する教員の教授活動の解明－看護実践の基
盤となる講義に焦点を当てて－．看護教育学研究，19（1），60-73，2010．
 ５．村上みち子，舟島なをみ：保健師のロールモデル行動の解明．群馬県立県民健康科学大学紀要，5，43-
56，2010．
 ６．赵秋利，仰曙芬，舟島なをみ，野本百合子，李伟丽，彭影，齐越：中文版教师授课评价量表的开发．
中国护理管理，10（4），46-48，2010．
 ７．服部美香，舟島なをみ：看護師の問題解決行動自己評価尺度の開発－クライエントの抱える問題を解
決するために必要な看護師行動の質向上に向けて－．千葉看護学会会誌，16（1），9-16，2010．
〔学会発表抄録〕
 ８．Funashima N．， Gorzka P．， Kameoka T．， Nakayama， T．， and Nomoto Y．，：Cross-
Cultural Research－Role Model Behaviors of Nursing Faculty in the United States and Japan， 
Toward Enriching Faculty Development．【Symposium】Delta Beta Resarch Conference， 2010．
 ９．Nakayama T．， Funashima N．： Educational Needs of Midwives in Japan－Promoting 
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Evidence-Based Professional Development－． The 2010 Pacific Institute for Nursing 
Conference， 2010．
10．Kameoka T．， Funashima N．， Ueda T．， Nakayama T．， Yokoyama K．， Nomoto Y．， 
Sadahiro W． and Sugimori M． ： Important Factors Associated with the Excelence in 
Nursing Practice－Focused on the Nurses with More Than 10 Years of Clinical Experences in 
Japan． 21th International Nursing Research Congress， Sigma Theta Tau International Honor 
Society of Nursing， CD-ROM， 2010．
11．Sadahiro W．， Funashima N．， Yokoyama K．， Kameoka T．， Nakayama T． and Nomoto 
Y． ： Safety Management Behaviors of Nurses in Japanese Clinical Settings． 21th 
International Nursing Research Congress， Sigma Theta Tau International Honor Society of 
Nursing， CD-ROM， 2010．
12．中山登志子，舟島なをみ：助産師の学習ニードアセスメントツールの開発．第41回日看学会抄録（母
性看護），46，2010．
13．亀岡智美，舟島なをみ，上田貴子：看護実践の質が高い看護師の特性の探索－臨床経験5年以上の看護
師の自己評価を通して－．日本看護学教育学会第20回学術集会講演集，225，2010．
14．宮芝智子，舟島なをみ：学習活動自己評価尺度（看護技術演習用）の開発－信頼性・妥当性の検討－．
日本看護学教育学会第20回学術集会講演集，230，2010．
15．三浦弘恵，舟島なをみ：訪問看護師の学習ニードに関する研究．第41回日看学会抄録（看護教育），
185，2010．
16．亀岡智美，野本百合子，中山登志子：「研究成果活用力自己評価尺度－臨床看護師用－」の開発－信頼
性・妥当性の検証－．看護教育学研究，19（2），8-9，2010．
17．三浦弘恵，舟島なをみ：患者安全のための看護実践自己評価尺度（病棟看護師用）の開発．看護教育
学研究，19（2），12-13，2010．
18．野本百合子，舟島なをみ：現職養護教諭の学習ニードの現状．日本養護教諭教育学会第18回学術集会
抄録集，112-113，2010．
19．宮芝智子，舟島なをみ：看護技術演習における学習活動の現状．第30回日看科学術集会講演集，316，
2010．
20．亀岡智美，舟島なをみ，野本百合子，鈴木美和，中山登志子：病院に就業する看護師の研究成果活用
に関する研究－研究成果活用力と活用状況の関連に焦点をあてて－．第30回日看科学術集会講演集，
323，2010．
21．定廣和香子，松田安弘，相楽有美，岩波浩美，舟島なをみ：看護師の安全管理行動に関する研究－診
療の補助業務を実施する場面に焦点を当てて－．第30回日看科学術集会講演集，325，2010．
〔報告書〕
22．千葉大学大学院看護学研究科看護教育学教育研究分野研究推進コース編：看護教育学の構築と発展－
その活動の軌跡－．第２号，2010．
〔単行書〕
23．舟島なをみ：看護教育学研究－発見・創造・証明の過程－．第２版，医学書院，2010．
〔総説・その他〕
24．舟島なをみ，中山登志子：看護教育学における新人看護師教育に関わる研究成果の蓄積と活用．看護
教育学研究，19（1），1-10，2010．
25．舟島なをみ：看護学教育の現状と展望．医学教育白書，2010年版（’07～’10），131-134．篠原出版
新社，2010．
26．舟島なをみ：日本における看護系大学院の現状と研究者としてのキャリア発達に向けた取り組み．看
護教育学研究，19（2），26-27，2010．
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〔研究状況〕
　次の10領域に寄与する研究活動を展開した。
①看護学教育の現状報告：看護教育学の立場から，看護学教育の現状を概観し，今後の課題と展望を提示
（25）した。また，日本における看護系大学院の現状とともに，大学院における新たな取り組みを紹介
（26）した。
②看護教育学研究に必要な知識等の提示：看護教育学研究の遂行に必要な知識・技術・態度を明示すると
ともに，看護教育学研究の体系を提示（23）した。
③看護学を学ぶ学生への支援：看護学を学ぶ学生の学習活動の質向上に向けて，看護技術演習における学
習活動を自己評価する尺度を開発（14）し，その現状を解明（19）した。
④看護学教員の教授活動の質向上：看護学教員の教授活動の質向上に向けて，看護基礎教育課程において
看護学の講義を展開する教員の教授活動を解明（4）した。
⑤看護学教員の職業的発達支援：看護学教員の職業的発達支援に向けて，看護学教員の倫理的行動に関す
る自己評価尺度を開発（2）した。
⑥異文化間比較研究：看護学教員の職業的発達支援に向けて，異文化間比較研究を展開した。日米の看護
学教員が知覚するロールモデル行動の質の現状について比較し，国際学会において報告（8）した。また，
日中の看護学教員が展開する講義過程の質に関する比較研究に向けて，中国語版の自己評価尺度を開発
（6）した。
⑦看護実践の質向上：看護実践の質向上に資する研究を展開した。クライエントの問題解決を支援する看
護師行動を自己評価する尺度を開発（7）した。また，看護実践の質が高い看護師の特性を明らかに（13）
し，その卓越性をもたらす要因を解明（10）した。さらに，診療場面における看護師の安全管理行動を
解明（11，21）し，患者安全のための看護実践を自己評価する尺度を開発（17）した。加えて，看護師
の研究成果活用力を自己評価する尺度を開発（16）し，研究成果活用力と活用状況の関連を解明（20）
した。
⑧看護職者の職業的発達支援：多様な背景を持つ看護職者の職業的発達支援に向け研究を展開した。訪問
看護師のロールモデル行動，および学習ニードを解明（1，15）し，保健師のロールモデル行動を解明
（5）した。また，助産師の学習ニードアセスメントツールを開発（12）するとともに，日本の助産師の
教育ニードの現状を解明（9）した。さらに，現職養護教諭の学習ニードの現状を解明（18）した。
⑨看護継続教育プログラムの開発支援：看護継続教育の充実に向けて研究を展開した。看護師長が展開す
るスタッフとの相互行為を明らかにし，看護師長が発揮する教育的機能を解明（3）した。また，新人看
護師とその教育の現状を確認し，新人看護師教育に資する研究成果を紹介するとともに，それらの研究
成果を活用した新人看護師を指導するプリセプターの準備教育について具体的に紹介（24）した。
⑩看護教育学研究推進に向けた活動報告：看護教育学研究の推進に向けて，2009年の活動の概要をまとめ
た（22）。
機能・代謝学教育研究分野
【学会発表抄録】
 1）岡直子，野田勝二，小宮山政敏，山本利江，藤田水穂，根本敬子，永田亜希子，田中史子，渡辺敏，
西育子，岩崎寛：緩和ケア病棟における園芸活動－学際チームによる観察記録からの考察－．日本園
芸療法学会第三回大会，2010．
 2）金山幸代，藤田水穂，山田重行：在宅で利用できる整腸食品に関する研究－カプサイシンが胃腸運動
および自律神経活動に及ぼす影響－日本看護技術学会第9回学術集会講演抄録集，169，2010．
 3）後藤大地，藤田水穂，田中裕二：スーフルによる呼吸訓練が生体に及ぼす影響．日本看護技術学会第
9回学術集会講演抄録集，154，2010．
 4）永田亜希子，大釜敏正， 岡直子，藤田水穂，小宮山政敏，岩崎寛，野田勝二，西郁子，渡辺敏．緩和
ケア病棟における園芸療法導入に向けた課題－看護師を対象としたアンケート調査の分析から－．第
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30回日本看護科学学会学術集会，2010．
 5）林佑太，田中裕二：臥床体位が生体に及ぼす影響について．日本看護技術学会第9回学術集会講演抄録
集，165，2010．
 6）渡邉英美，藤田水穂，山田重行：簡易リラックス法としてのヘッドマッサージが自律神経系および心
理反応に及ぼす影響．日本看護技術学会第9回学会集会講演抄録集，94，2010．
【単行書】
 7）田中裕二：２章　病態症候論，３節　発熱・低体温．山内豊明（編集），ナーシング・グラフィカ③　
疾病の成り立ち－病態生理学．第２版，㈱メディカ出版（大阪），pp. 116-128，2010．
 8）田中裕二：第１部　急性期看護概論，２．急性の状態にある患者の身体的・心理的反応．林　直子，佐
藤まゆみ（編集），看護学テキストNICE　成人看護学：急性期看護Ⅰ－概論・周手術期看護．第１版，㈱
南江堂（東京），pp.7-19，2010．
 9）田中裕二：第Ⅱ章　救急医療における看護，２．救急患者の特徴．佐藤まゆみ，林　直子（編集），看
護学テキストNICE　成人看護学：急性期看護Ⅱ－救急看護．第１版，㈱南江堂（東京），pp.30-31，2010．
〈研究状況〉
　山田（教授）は，新たに平成22年度文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）を受け，研究課題「脳ー
腸相関を利用したストレスの軽減・耐性」に関する研究を開始し，これまでのストレス緩和法に関する研
究をさらに発展させている．その成果の一部を学会発表した（2，6）．教育では１年次生用の「人体構造学」
の電子テキストを大幅に加筆改訂して「人体機能解剖学　Functional Human Anatomy」380ページを作
成し、次年度に備えた。
　田中（准教授）は看護技術の科学的な検証についての研究を継続している．今年度はスーフルによる呼
吸訓練や臥床体位が生体に及ぼす影響についての研究成果を学術集会で発表した（3，5）．また，病態生理
学的な内容の看護学テキストの分担執筆に関わった（7，8，9）．今年度から文部科学省科学研究費補助金
（挑戦的萌芽研究）を受け，研究課題「高次脳機能障害患者に対する援助技術の基礎的研究」を開始した．
　藤田（助教）は，山田、田中とともに研究活動を行い，また，緩和ケア病棟における園芸療法に関する
研究にも携わった（1，4）．
病態学教育研究分野
〔原　著〕
 １．岡田忍，玉木由子，中川朋子，西尾淳子：2週間頻回交換型ソフトコンタクトレンズの細菌学的汚染と
管理方法との関連について-ケースを乾燥させることの重要性-．千大看紀要，32，1－8，2010．
 ２．Igari　H, Segawa S, Watanabe A, Suzuki A, Watanabe M, Sakurai T, Kuroda F, Watanabe M, 
Tatsumi K, Nakayama M, Nakayama T, Suzuki K, Sato T: Immunogenicity of a monovalent 
pandemic influenza A H1N1 vaccine in health-care workers of a university hospital in Japan. 
Microbiol Immunol 54(10), 618-24, 2010.
〔学会発表抄録〕
 3．鈴木明子，梅野恵，千葉均，西尾淳子，岡田忍，佐藤武幸：院内使用PHSの細菌学的汚染調査．環境
感染学会，25 Supplement，264，2010．
 4．小川俊子，井上有理，西尾淳子，岡田忍：食用油の塗布による口腔水分量の変化および使用感につい
て．老年歯科医学，25（2） 189－190，2010．
 5．小川俊子，慶野江美，西尾淳子，岡田忍：在宅介護を受けている高齢者にゴマ油を使用した口腔ケア
の実践報告．老年歯科医学，25（2） 190，2010．
 6．小川俊子，西尾淳子，岡田忍：ゴマ油のCandida albicansに対する増殖抑制効果の検討．第59回日本感
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染症学会東日本地方学術集会・第57回日本化学療法学会東日本支部総会・合同学会プログラム・抄録
集，143，2010．
 7．張平平，岡田忍：看護分野におけるサーモグラフの活用状況－文献レビューを通して－．第30回日本
看護科学学会学術集会講演集，528，2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
 8．村上弘之，鈴木明子，河野龍太郎：病院感染医療事故から学ぶ　ヒューマンエラーへの考えを改め、
ヒューマンファクター分析を知る．INFECTION CONTROL，19（1）103－112，2010．
 9．鈴木明子：手指汚染が生む接触感染リスクと実践における注意点．感染対策ICTジャーナル，5(2)，152
－158，2010．
10．岡田忍：連載　感染症の看護とケアのポイント（2）高齢者に多い感染症の看護とケアのポイント．化
学療法の領域，26(11)，2282－2287，2010．
〔研究状況〕
　本研究分野では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点から広く感染防止に関する研究を行っ
ている．今年度，岡田と西尾は2週間頻回交換型ソフトコンタクトレンズの細菌学的汚染と管理方法に関
する論文（1）を発表した。鈴木は医学部附属病院感染対策チームが行った附属病院職員における新型イン
フルエンザワクチンの免疫原性に関する研究に協力した（2）学会発表では，鈴木が院内使用PHSの細菌学
的汚染（3）について，西尾と岡田が大学院生の小川とともに昨年度行なったゴマ油の塗布による口腔水分
量の変化・使用感（4），在宅の要介護高齢者でのゴマ油による口腔ケアの実践事例（5），ゴマ油の
Candida albicansに対する増殖抑制効果（6）についてそれぞれ報告を行なった．その他に岡田は，センター
プロジェクト特任研究員の張とともに看護分野におけるサーモグラフの活用状況に関する文献レビューの
結果について報告した（7）．ゴマ油による口腔ケアについては大学院生の小川を中心に研究を継続してお
り，今年度は高齢者を対象とした介入研究に着手する予定である．宿主へのアプローチによる感染防止の
視点からは，副交感神経刺激がリンパ球の機能を亢進させることに注目し，大学院生の小野がラットを用
いた実験的検討についてまとめ， Biological Research for Nursing誌へ投稿・受理された．介護者に対し
て行った介入研究についても学会発表，論文作成・投稿の予定である．
　その他には，鈴木がINFECTION CONTROL（8），感染対策ICTジャーナル（9）に，岡田が化学療法
の領域（10）に解説を執筆した．
母性看護学教育研究分野
〔原著〕
 １．小澤治美，母親が双子一人ひとりの個性に応じた子育ての自信を得る過程の特徴について．日本母性
看護学会誌，10（1），9－16，2010．
 ２．森田亜希子，森恵美，石井邦子：親となる男性が産後の父親役割行動を考える契機となった妻の妊娠
期における体験．母性衛生， 51（2），425－432，2010．
〔学会発表抄録〕
 ３．坂上明子，小澤治美，那須野順子：不妊治療により第1子を授かった女性の続発性不妊・治療における
ストレス．第8回日本生殖看護学会プログラム・講演集，29，2010.
 ４．小澤治美，坂上明子，那須野順子：不妊治療により第1子を授かった女性の不妊治療と育児の両立にお
けるストレス．第8回日本生殖看護学会プログラム・講演集，30，2010.
 ５．宮崎智絵，坂上明子：死産を経験した母親とその家族へのグリーフケア．第51回日本母性衛生学会学
術集会抄録集，219，2010.
 ６．椎谷由実，坂上明子，山本英子：緊急帝王切開の分娩体験を受容し肯定的側面を見出すことを促す看
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護援助．第51回日本母性衛生学会学術集会抄録集，221，2010.
 ７．橋本美幸，坂上明子，那須野順子：産後4カ月までの母親への育児支援の実際と希望の相違．第51回日
本母性衛生学会学術集会抄録集，256，2010.
 ８．平石皆子，大月恵理子，坂上明子：A県における多胎児家族への支援の実際．第51回日本母性衛生学
会学術集会抄録集，260，2010.
 ９．大月恵理子，平石皆子，坂上明子，吉田真奈美，林佳子，高島えり子，菅林直美，松原まなみ：母体・
胎児集中治療室（MFICU）の看護職者に求められる能力とその育成．第51回日本母性衛生学会学術集
会抄録集，214，2010.
10．森 恵美，岩田 裕子，前川 智子，小澤 治美，森田 亜希子，坂上 明子：高度生殖医療後の妊婦の母
親役割獲得を促す看護介入研修会の評価．第30回日看科会学術集会講演集，343，2010
11．橋本 美幸，坂上 明子，那須野 順子：産後4か月までの祖母の育児支援 －祖母の希望と実際の相違－．
第30回日看科会学術集会講演集，537，2010
12．吉田真奈美，林佳子，松原まなみ，菅林直美，高島えり子，坂上明子，平石皆子，大月恵理子：ミニ
シンポジウム　母体・胎児集中治療室（MFICU）スタッフのストレスと看護管理上の課題．第51回日
本母性衛生学会学術集会抄録集，61，2010.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
13．森恵美：子産み子育て文化を尊重した看護の探究．日看科会誌, 30（2）,83－89, 2010
〔研究状況〕
　本教育研究分野では，Reproductive Healthに関連した健康問題をもつ女性や妊娠・分娩・産褥期などに
ある女性の健康を促す看護方法についての研究を継続して行っている．また，親役割獲得や育成期家族の
役割調整についても調査，検討を重ねている．
　森は，平成20年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B））「高度生殖医療
を受けた妊婦の母親役割獲得を促す看護介入プログラムの開発と実用化」（研究代表者：森恵美）によって
開発された看護介入プログラムについて発表した（10）．さらに，介入ツールとしてマタニティポートフォ
リオを開発し，商標登録を行った（商願2010-36300号，第44類）．また，昨年度より文部科学省科学研究費
補助金（基盤研究（A））「看護系大学学士課程助産学生に有用な産婦ケア（分娩介助を含む）の教育方法
の開発」（研究代表者：新道幸恵）にも分担研究者として参画している．さらに，昨年度から文部科学省科
学研究費補助金（基盤研究（C））「周産期医療ケアシステム・看護の質改善を推進するための研究」（研究
代表者：大月恵理子）にも，森，坂上，森田は連携研究者として参画している（9，12）．その他，森は平
成22年度日本学術振興会科研費審査委員の表彰を受けた．また，平成19年度より文部科学省科学技術振興
調整費「女性研究者支援モデル事業」に採択されていた「支援循環型体制による女性研究者育成モデル」
において，リーフレットおよびDVDを作成し，事業は平成22年3月に終了した．
　坂上は，平成22年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「続発性不妊
女性の治療と育児の両立におけるストレスの軽減を促す看護介入の開発と評価」（研究代表者：坂上明子）の
成果の一部を小澤とともに発表した（3，4）．また，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「0歳
児をもつ母親の子育て支援システムの充実を目的とした祖父母教育プログラムの検討」（研究代表者：橋本
美幸）にも分担研究者として参画し，研究成果を発表した（7，11）．さらに，文部科学省科学研究費補助
金（基盤研究（C））「妊娠期の夫婦の役割調整方法とその役割調整を促すための看護介入の明確化」（研究
代表者：林ひろみ）にも取り組んでいる．
　小澤は博士論文の一部をまとめ，修正・加筆し論文を発表した（1）．なお，本論文は，第4回日本母性看
護学会学術論文賞を受賞した．
　森田は，修士論文の一部をまとめ，修正・加筆し論文を発表した（2）．また，文部科学省科学研究費補
助金（若手研究（B））「第1子出生後の父親役割行動における予測と実際」に取り組んでいる．
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小児看護学教育研究分野
〔原著〕
 1）中村伸枝，松浦信夫，佐藤浩一，佐々木望，兼松百合子：1型糖尿病をもつ子ども／青年のQOLと親
のQOL，血糖コントロールの関連．日本糖尿病教育・看護学会誌，14（1），4－10，2010．
 2）Nobue NAKAMURA， Nozomu SASAKI， Kaichi KIDA， Nobuo MATSUURA： Health-related 
and diabetes-related quality of life in Japanese children and adolescents with type 1 and type 
2 diabetes． Pediatric international， 52（2）， 224－229， 2010．
 3）遠藤数江，小川純子，中村伸枝，小俣智子，佐藤奈保：小児がん経験者における日常生活の実際と踵
骨の骨梁面積率に関連する要因の検討．国立看護大学校研究紀要，9（1），1－8，2010．
 4）金丸友，中村伸枝：学童後期以降に糖尿病を診断された若者のセルフマネジメントに関する記述的研
究－若者の経験の積み重ねの視点から．千葉看会誌，16（1），17－25，2010．
 5）劉新彦，中村伸枝，北池正：中国都市部の中学生の自己効力感，生活習慣および肥満に関する研究．
千葉看会誌，16（1），35－43，2010．
 6）内海加奈子：慢性腎不全をもつ思春期患者の親のかかわりの様相．千葉看会誌，35－43，16（2），2010．
〔学会発表抄録〕
 7）横井淳，中村伸枝，佐藤奈保：造血器・リンパ系腫瘍の幼児の化学療法中に出現する情緒不安定・倦
怠感に対する母親の認識と対処行動．第20回日本小児看護学会学術集会講演集，95，2010
 8）仲井あや，中村伸枝，佐藤奈保：ＮＩＣＵに入院している早産児が示すストレス―対処の特徴とその
経時的変化．第20回日本小児看護学会学術集会講演集，86，2010．
 9）内海加奈子，中村伸枝，佐藤奈保：慢性腎不全をもつ思春期患者の親のかかわりの様相．第20回日本
小児看護学会学術集会講演集，123，2010．
10）Sato， N．， Araki， A．： Fathers’ involvement in childrearing for children with severe 
physical disabilities． Infant Mental Health， 31 （Abstract Supplement）， 266， 2010．
11）荒木暁子，中村伸枝，臼井いづみ，渡辺尚子：専門看護師クリニカルラダー・育成ラダー試案の開発
－管理者とのコミュニケーションツールとして－．第14回日本看護管理学会年次大会，132，2010．
12）内海加奈子，中村伸枝，佐藤奈保：慢性腎不全をもつ思春期患者のセルフケア．第32回日本小児腎不
全学会学術集会抄録集，128，2010
13）仲井あや，中村伸枝，佐藤奈保：NICUに入院している早産児が示すストレス－対処の経時的変化．第
57回日本小児保健学会講演集，271，2010．
14）三瀬尚子：早産した母親のわが子についての認識．千葉看会第16回学術集会集録，28，2010．
15）荒木暁子，佐藤奈保， 伊藤隆子， 石垣和子：障害のある子どもの退院への移行と在宅生活の維持に
かかわる家族の信念． 日本家族看護学会第17回学術集会講演集， 138， 2010．
16）金丸友，中村伸枝，佐藤奈保：学童後期以降に糖尿病を診断された若者のセルフマネジメントに関す
る記述的研究―若者の経験の積み重ねの視点から―．第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録
集，121，2010．
17）谷洋江，中村伸枝：摂食障害のリスクがある1型糖尿病をもつ思春期女性への支援―摂食障害に関連す
る認知や行動と影響要因の類型別看護援助―．第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，122，
2010．
18）出野慶子，中村伸枝，佐藤奈保：1型糖尿病をもつ幼児を養育する母親への看護援助．第15回日本糖尿
病教育・看護学会学術集会抄録集，122，2010．
〔報告書〕
19）中村伸枝，松田直正，臼井いづみ，正木治恵，手島恵，岡田忍，山田重行，黒田久美子，荒木暁子：
専門看護師育成・強化プログラム成果報告書．2010．
20）中村伸枝，遠藤数江，荒木暁子，佐藤奈保，小川純子，金丸友，沖奈津子，三瀬尚子：母親の健康へ
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の関心を高め生活習慣改善を促す支援が、幼児の生活習慣に与える影響．平成18年度～21年度科学研
究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書，2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
21）中村伸枝，阿部恭子，石橋みゆき，奥朋子，大野朋加，神津三佳，藤澤陽子，菅原聡美，光多恵子，
松本ゆり子，千葉均，森かずえ：専門看護師・認定看護師の役割に対する看護師以外の医療職者のニー
ズ～高度先進医療を提供する大学病院（一施設）における質問紙調査～．千大看紀要，32，17－22，
2010．
22）松田直正，中村伸枝：高性能乳児医療トレーニングシミュレータ“シムベビー”を活用した教育の可
能性の検討．千大看紀要，32，43－47，2010．
23）中村伸枝，遠藤数江，出野慶子，荒木暁子，佐藤奈保，沖奈津子，三瀬尚子，小川純子，金丸友：子
育て支援センターを利用する母親の生活習慣・BMI・骨量と幼児の生活習慣．千大看紀要，32，57－
61，2010．
24）伊藤隆子， 荒木暁子， 佐藤奈保， 石垣和子：在宅への移行や在宅療養の継続における障害のある子
どもの親のビリーフ． 千大看紀要，32，63－68，2010．
25）金丸友，中村伸枝，出野慶子，遠藤数江：糖尿病をもつ学童後期・思春期の子どものフットケアに対
する支援．小児保健研究，69（4），553－558，2010．
26）出野慶子，中村伸枝：母親のかかわり方が幼児期発症の1型糖尿病をもつ子どもの療養生活に与える影
響．日本糖尿病教育・看護学会誌，14（2），155－161，2010．
27）中村伸枝：チーム医療における看護実践　専門看護師の活躍．JIM，20（7），490－492，2010．
28）中村伸枝：専門看護師deステージアップ特別編　千葉大学大学院看護学研究科　専門看護師育成・強
化プログラムとは？ ナースのためのステージアップナビ　進学・資格・海外留学・国際貢献2010－
2011， 10－13，2010．
29）中村伸枝，遠藤数江，出野慶子，荒木暁子，佐藤奈保，沖奈津子，三瀬尚子，小川純子，金丸友：子
育て支援センターを利用する幼児をもつ母親の生活習慣・BMI・骨量と幼児の生活習慣．千葉小児保
健総会，3， 2010．
〔著書〕
30）中村伸枝：成長発達総論，身体発育，学童期・思春期の特徴と健康問題，子どもの入院と看護，慢性
疾患をもつ子どもと家族への看護．中村伸枝（編）：小児看護学．ピラールプレス，43－65，79－91，
122－136，231－234，266－281，2010
31）佐藤奈保， 荒木暁子：慢性期家族看護の事例展開④ 家族のセルフケア力の低下－慢性疾患患者と共
に生きる家族のケース－． 法橋尚宏（編）：新しい家族看護学．メヂカルフレンド社， 296－306， 
2010
〔研究状況〕
　本年度より，内海が着任し，腎疾患をもつ小児と家族の研究が加わり（6，9，12），本教育研究分野で継
続して研究活動を行っている障がいや慢性疾患をもつ子どもと家族の看護に関する研究が充実した（1，2，
3，4，7，16，17，18，25．26）． 
　競争的資金を獲得して行っている研究は以下の通りである．中村は，平成18－21年度科研費（基盤研究
（C））を得た「母親への健康への関心を高め生活習慣改善を促す支援が，幼児の生活習慣に与える影響」
の成果をまとめて発信（20，23，29）すると共に，平成22－24年度科研費（基盤研究（C））を得て「糖尿
病をもつ子どもの成長発達に沿った看護指針・評価指標の開発」を開始した．佐藤は，平成22－24年度科
研費（基盤研究（C））を得た「乳幼児期の障害児を育てる父親に対する看護援助プログラムの構築」，お
よび，フランスベッドメディカルホームケア研究・助成財団からの研究助成を得た「在宅で障がい児を育
てる家族の家族マネジメントに着目した看護支援に関する研究」を開始した．また，分担研究者である「家
族支援のための家族の抱く信念アセスメント指標の開発」（平成20－22年度科研費 基盤研究B，研究代表
者：石垣和子）において，障害児を育てる家族のビリーフに関する研究を行った（15，24）．三瀬は科研費
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若手（スタートアップ）を得た「不妊治療によって妊娠し早産した母親のわが子についての認識の変化」
の研究を継続した（14）．
　また，中村が代表となり平成19～21年度 文部科学省 大学院教育改革支援プログラム（組織的な大学院
教育改革推進プログラム）に採択された「専門看護師育成・強化プログラム（専門看護師リーダーの育成）」
による成果や活動を公表する（19，21，22，27，28）と共に，専門看護師クリニカルラダー・育成ラダー
の開発（15）に携わった．
成人看護学
〔原著〕
 1．中村英子，増島麻里子，眞嶋朋子：手術を受ける老年期がん患者の家族員が看護師とのコミュニケー
ションにおいて抱く思い．千葉看会誌，16（1），27－34，2010．
 2．小坂美智代，眞嶋朋子：外来化学療法を受けている胃がん術後患者の柔軟な対処の構造．千葉看会誌，
16（2），67－74，2010．
 3．山下亮子，増島麻里子，眞嶋朋子：慢性心不全患者の症状悪化予防に関する生活調整．千葉看会誌，
16（2），45－53，2010．
 4．佐藤まゆみ，佐藤禮子，増島麻里子，泰圓澄洋子，岡本明美：外来通院するがん患者の主体性を活か
す外来看護実践方法．千葉看会誌，16（2），75－83，2010．
 5．柴田純子，佐藤まゆみ，増島麻里子，泰圓澄洋子，眞嶋朋子，櫻井智穂子，小坂美智代：日本におけ
る終末期がん患者を抱える家族員の体験．千葉看会誌，16（2），19－26，2010．
〔学会発表抄録〕
 6．増島麻里子，長坂育代，笠谷美保，土屋雅子：乳がん手術体験者のサポートグループにおける参加者
の体験とプログラム構成の検討．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，193，2010．
 7．渡邉美和，神津三佳，柴田純子，吉田千文，増島麻里子：乳がん手術体験者のサポートグループにお
ける体験とプログラムの検討－リピーターに焦点をあてて－．第24回日本がん看護学会学術集会講演
集，236，2010．
 8．西育子，岡本明美，泰圓澄洋子，瀬尾智美，増島麻里子：乳がん体験者のサポートグループにおける
参加者の体験とプログラム構成の検討－術後1年未満の者と術後4年以上の者との比較－．第24回日本
がん看護学会学術集会講演集，235，2010．
 9．菅原聡美，奥朋子，淺井潤子，増島麻里子：乳がん手術体験者のサポートグループ修了後の「同窓会」
における参加者の体験．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，194，2010．
10．阿部恭子，佐藤まゆみ，金澤麻衣子，増島麻里子：若年乳がん手術体験者のサポートグループにおけ
る体験．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，238，2010．
11．佐藤まゆみ，増島麻里子，泰圓澄洋子，岡本明美，佐藤禮子：外来通院がん患者の主体性を活かす外
来看護実践方法．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，259，2010．
12．蓬莱節子，林美子，増島麻里子，花出正美，細矢美紀，吉田こずえ，小野桂子，小野智子，平野友子，
季羽倭文子：がん患者と家族のサポートグループ「がんを知って歩む会」に参加した患者の体験と変
化．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，234，2010．
13．花出正美，増島麻里子，細矢美紀，蓬莱節子，林美子，季羽倭文子，小野桂子，小野智子，平野友子，
吉田こずえ：がん患者と家族のサポートグループ「がんを知って歩む会」に参加した家族の体験と変
化．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，234，2010．
14．作田裕美，矢ヶ崎香，井沢知子，奥朋子，木村恵美子，増島麻里子，小松浩子：リンパ浮腫の予防に
対する患者教育・指導に資する研修プログラム評価　第１報　研修参加者への質問紙調査より．第24
回日本がん看護学会学術集会講演集，131，2010．
15．井沢知子，増島麻里子，木村恵美子，矢ヶ崎香，作田裕美，奥朋子，田墨惠子，小松浩子：リンパ浮
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腫の予防に対する患者教育・指導に資する研修プログラム評価　第２報　研修運営者へのインタ
ビュー調査より．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，132，2010．
16．木村恵美子，奥朋子，井沢知子，作田裕美，増島麻里子，矢ヶ崎香，小松浩子：リンパ浮腫の予防に
対する患者教育・指導に資する研修プログラム評価　第３報　運営者からの質問紙調査より．第24回
日本がん看護学会学術集会講演集，132，2010．
17．山口郁美， 泰圓澄洋子， 眞嶋朋子：外来で緩和的化学療法を受けている壮年期肺がん患者の強みと
なる他者との関わり．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，102，2010．
18．大野木由美子， 佐藤まゆみ， 眞嶋朋子：低位前方切除術を受けた壮年期大腸がん患者の家族との関
わりの体験．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，105，2010．
19．長坂育代， 眞嶋朋子：外来化学療法を受ける乳がんの女性が不確かさと折り合いをつけるプロセスを
支える看護．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，114，2010．
20．小坂美智代， 眞嶋朋子：外来化学療法を受ける胃がん術後患者の柔軟な対処を支える看護支援モデル
の開発（第1報）　「柔軟な対処」の構造化．第24回日本がん看護学会学術集会講演集，256，2010．
21．村山雅美， 眞嶋朋子：心筋梗塞患者の急性期心臓リハビリテーションに対する思いと看護援助．日本
集中治療医学会雑誌，17，401，2010．
22．朝比奈真由美， 田邊政裕， 宮崎美砂子， 酒井郁子， 石井伊都子， 関根祐子， 井出成美， 眞嶋朋
子， 伊藤彰一， 野口穂高， 石橋みゆき， 飯田貴映子， 増田和司：専門職連携教育、3年次プログ
ラムの実践報告　医療チームにおける対立と合意形成プロセス体験．医学教育，41，106，2010．
23．牧野美緒子，小出光子，渡邊良江，村松瞳美，木城美由希，島田和江，滝口伸浩，早田浩明，増島麻
里子：ストーマ造設術を受けた高齢患者を支える家族の体験．第13回東関東ストーマリハビリテー
ション研究会プログラム抄録集，20，2010．
24．眞嶋朋子，佐藤禮子，泰圓澄洋子，淺井潤子，増島麻里子，岡本明美，渡邉美和，佐藤まゆみ，浅野
美知恵，正木治恵：看護系大学院修了者支援プログラム参加者のコンサルテーションに関する認識の
変化．第30回日看科会学術集会講演集，327，2010．
25．岡本明美，増島麻里子，渡邉美和，淺井潤子，眞嶋朋子：学士課程学生が教養教育としてエンド・オ
ブ・ライフケアについて学ぶ意義．第30回日看科会学術集会講演集，333，2010．
26．笠原千津子，岡本明美，眞嶋朋子：外来通院中の終末期がん患者のがん性疼痛緩和に取り組む家族の
思い．第30回日看科会学術集会講演集，309，2010．
27．川崎美穂子，淺井潤子，眞嶋朋子：内視鏡治療を受ける上部消化管がん患者の診断から退院後の体験．
第30回日看科会学術集会講演集，309，2010．
28．中山麻由美，増島麻里子，眞嶋朋子：再発を繰り返す慢性肝炎由来の肝臓がん患者の主体的な療養生
活を継続する力．第30回日看科会学術集会講演集，313，2010．
29．宮津珠恵，眞嶋朋子，渡邉美和：失声を伴う手術を受けた頭頸部がん体験者への家族による支援．第
30回日看科会学術集会講演集，238，2010．
30．Mayumi Sato， Mariko Masujima， Junko Shibata， Yoko Taiencho， Kyoko Abe： 
Consideration points on administering the support group for the recurrent breast cancer 
patient． 16th International Conference on Cancer Nursing，135，2010．
〔報告書〕
31．季羽倭文子，増島麻里子，花出正美，細矢美紀，小野桂子，小野智子，林美子，平野友子：在宅がん
患者と家族のためのサポートプログラムの普及と質の向上―スタッフのための教材開発に向けた基礎
調査―．財団法人在宅医療助成勇美記念財団2009年度在宅医療助成一般公募（前期）研究成果報告書，
2010．
32．日本がん看護学会　教育・研究活動委員会（小松浩子，内布敦子，藤田佐和，荒尾晴惠，鈴木志津枝，
千﨑美登子，祖父江由紀子，井沢知子，奥朋子，菅野かおり，田墨恵子，野村美香，長谷川久巳，藤
本美生，増島麻里子，矢ヶ崎香，山田雅子）：がん看護コアカリキュラム日本版，2010．
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〔単行書〕
33．増島麻里子：腫瘍再発時の看護ケア．和田攻，南裕子，小峰光博（編）， 看護大事典第2版．医学書院，
1408，2010．
34．増島麻里子：12．皮膚・粘膜の問題　Q64 リンパ浮腫とはどのような状態ですか？．堀夏樹，小澤桂
子（編），Nursing Care第32号，一般病棟でできる緩和ケアＱ＆Ａ改訂版．総合医学社，141―143，
2010．
35．増島麻里子：12．皮膚・粘膜の問題　Q65 浮腫とリンパ浮腫の対策を教えてください．堀夏樹，小澤
桂子（編），Nursing Care第32号，一般病棟でできる緩和ケアＱ＆Ａ改訂版．総合医学社，143―145，
2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
36．荒尾晴惠，小松浩子，内布敦子，藤田佐和，藤本美生，菅野かおり，祖父江由紀子，田墨惠子，千﨑
美登子，矢ヶ崎香，野村美香，増島麻里子，奥朋子，井沢知子、長谷川久巳，鈴木志津枝，山田雅子，
佐藤禮子：認定看護師の継続的なキャリアアップ支援事業開催報告，日本がん看護学会誌，24（3），
63－68，2010．
 
【研究状況】
　成人看護学教育研究分野では，がん看護，周手術期看護，心疾患看護，看護系大学院修了者支援，学士
課程学生に対する死生観教育に関する研究を行っている．また，現代的教育ニーズ取組支援プログラム
「自律した医療組織人育成の教育プログラム－専門職連携能力をコアに置いた人材育成－（亥鼻IPE）」，お
よび，がんプロフェッショナル養成プラン「関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点」に取り組んでい
る．
　がん看護については，増島が，腫瘍再発時の看護（33）およびリンパ浮腫ケアに関する看護（34，35）
について執筆し，認定看護師の継続的なキャリアアップ支援事業（36）について報告した．増島らは，文
部科学省科学研究費を受けて，「乳がん患者のサポートグループの効果を高めるプログラム構成と有効性
に関する研究」（基盤研究（B））に継続して取り組み，乳がん手術体験者のサポートグループに関する研
究成果を発表した（6，7，8，9，10）．その他，外来通院するがん患者に対する看護実践方法について著述
し（4），発表した（11）．また，終末期がん患者の家族員の体験（5）について著述し，外来化学療法を受
けている術後がん患者の対処構造について著述（2），発表（20）し，がん患者と家族のためのサポートプ
ログラムに関する教材開発に向けた調査（31）およびがん看護コアカリキュラム日本版（32）について報
告書を作成した．さらに，がん患者と家族のサポートグループに参加した患者および家族の体験（12，
13）， リンパ浮腫の予防に関する研修プログラム評価（14，15，16），外来緩和化学療法を受ける患者と他
者との関わり（17），外来化学療法を受ける患者の不確かさ（19），終末期がん患者のがん性疼痛に関わる
家族の思い（26），内視鏡治療を受けるがん患者の体験（27），再発を繰り返すがん患者の療養生活を継続
する力（28）に焦点を当てた研究成果を国内において発表し，再発乳がん患者のサポートグループに関す
る研究成果を国外において発表した（30）．
　周手術期看護については，手術を受ける老年期がん患者の家族員に関する看護について著述した（1）．
また，手術を受けたがん患者の家族との関わりの体験（18），ストーマ造設術を受けた高齢患者を支える家
族の体験（23），失声を伴う手術を受けたがん患者への家族による支援（29）に焦点を当てた研究成果を発
表した．
　心疾患看護については，慢性心不全患者の生活調整について著述した（3）．
　看護系大学院修了者支援については，眞嶋らは，文部科学省科学研究費を受けて，「看護系大学院修了者
支援プログラムの精練と展開」（基盤研究（B））に継続して取り組み，プログラム参加者のコンサルテーショ
ンに関する認識の変化についての研究成果を発表した（24）．学士課程学生に対する死生観教育については，
岡本らは，日本財団の研究助成を受けて研究に取り組み，学士課程学生が教養教育としてエンド・オブ・
ライフケアについて学ぶ意義について発表した（25）．現代的教育ニーズ取組支援プログラム「自律した医
療組織人育成の教育プログラム－専門職連携能力をコアに置いた人材育成－（亥鼻IPE）」については，専
門職連携教育3年次プログラムの実践について発表した（22）．文部科学省科学研究費を受けて，岡本らは，
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「前立腺がん患者とパートナーがセクシュアリティを維持するための支援プログラムの開発」（基盤研究
（C））に，渡邉は，「終末期がん患者と配偶者の相互作用を支える看護モデルの構築」（若手研究（B））に，
淺井は，「補完・代替療法に取り組むがん患者への看護支援モデルの開発と精練」（若手研究（B））に着手
している．がんプロフェッショナル養成プラン「関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点」においては，
がん医療に携わる多職種が交流するシンポジウムの共同開催に参画した．平成19年度選定事業の中間評価
においては，がん医療の担い手となる高度な知識・技術を持つがん専門医療人の養成を図る取り組みが優
れていると評価され，総合評価で全国第1位を獲得した．
老人看護学教育研究分野業績
〔原著〕
◎和文
 １．高橋良幸，張平平，清水安子，正木治恵：日本における糖尿病予防に取り組む人々の身体の捉え方と
その文化的考察．文化看護学会誌，2（1），11‐19，2010．
 ２．大原（中野）裕子，清水安子，正木治恵：身体の心地よさに働きかける看護援助　糖尿病患者に対す
るマッサージを介したセルフケア援助をとおして得られた患者の反応より．日本糖尿病教育・看護学
会誌，14（1），11～21，2010． 
 ３．本田智子，高橋良幸，谷本真理子，正木治恵：終末期維持血液透析患者にかかわる看護師の実践知．日
本腎不全看護学会，12（2），4‐12，2010． 
 ４．小笠原真理，谷本真理子，正木治恵：高齢者の過去の背景を活かした看護を通して得た実践的知識．千
葉看会誌，16（1），53‐60，2010．
〔学会発表抄録〕
◎和文
 ５．劉彦，正木治恵：中国における糖尿病中医看護の現状と課題‐文献検討を通して‐．文化看護学会第
２回学術集会，18，2010．
 ６．川端京子，江尻加奈子，正木治恵，堀天明，山木和弘，石田耕一：糖尿病患者に対する炭酸泉浴剤足
浴の有用性‐2種類の足浴継続実施における足部皮膚血流への影響と主観的効果の比較‐，第8回日本
フットケア学会，91，2010．
 ７．川端京子，正木治恵，堀天明，山木和弘，石田耕一：糖尿病患者の炭酸泉浴剤足浴と湯足浴の効果‐
３ヶ月間継続実施後の皮膚血流量と主観的効果の比較‐．第30回日看科会学術集会講演集，513，2010．
 ８．閨利志子，松田裕佳，天津栄子，油野聖子，正木治恵，前田充代，直井千津子，高道香織：慢性心不
全を有する後期高齢患者のセルフマネジメントへの看護援助［第1報］‐プログラムの作成に向けて‐．
日本老年看護学会第15回学術集会，2010．
 ９．松田裕佳，閨利志子，天津栄子，正木治恵，前田充代，直井千津子，高道香織：慢性心不全を有する
後期高齢患者のセルフマネジメントへの看護援助［第2報］‐プログラムの有用性の検証‐．日本老年
看護学会第15回学術集会，2010．
10．石垣和子，池田省三，井上郁，片倉直子，桑田美代子，中島紀恵子，正木治恵：海外の高齢者施設に
おける看護職等のケア提供に関する調査．日本老年看護学会第15回学術集会，2010．
11．中野身和，田所良之，谷本真理子，正木治恵：脳卒中亜急性期にある患者の回復に関する看護師の知
覚．千葉看第16回学術集会集録，15，2010．
12．藤澤由香，谷本真理子，正木治恵：糖尿病腎症初期に病みの軌跡を方向づける看護援助に関する研究‐
患者の思いに焦点を当てて‐，第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，119，2010．
13．竹垰弥生，谷本真理子，正木治恵：外来看護における糖尿病患者のセルフケア確立に向けた対人援助
技術．第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，110，2010．
14．藤田章子，田所良之，谷本真理子，正木治恵：失語症患者のコミュニケーションに対する思いについ
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て．千葉看第16回学術集会集録，14，2010．
15．齋藤瞳，田所良之，谷本真理子，正木治恵：介護老人保健施設で生活している高齢者から悲観的発言
を受けた時の看護師・介護職者の関わり．千葉看第16回学術集会集録，17，2010．
16．周敏敏，高橋良幸，谷本真理子，正木治恵：漢方外来に通う慢性疾患患者が有する東洋医学的な知恵
に関する研究．千葉看第16回学術集会集録，18，2010．
17．戸田由利亜，鳥田美紀代，谷本真理子，正木治恵：認知症高齢者の「その人らしさ」を看護学生が捉
えようとするプロセス．千葉看第16回学術集会集録，26，2010．
18．八木範子，鳥田美紀代，谷本真理子，正木治恵：看護師が治療を必要とする認知症患者への看護援助
を通して．千葉看第16回学術集会集録，27，2010．
19．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（黒田久美子，西垣昌和，瀬戸奈津子，数間恵子，清水
安子，森小律恵，米田昭子，大原裕子，宮武陽子，正木治恵）：糖尿病診療体制・インスリン療法に関
する安全管理体制の全国調査．第15回日本糖尿病教育・看護学会，2010．
20．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（清水安子，大原裕子，米田昭子，森小律恵，瀬戸奈津
子，数間恵子，黒田久美子，西垣昌和，宮武陽子，正木治恵）：インスリン療法を行う糖尿病患者への
糖尿病看護のベストプラクティス‐糖尿病看護スペシャリスト．第15回日本糖尿病教育・看護学会，
2010．
21．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（西垣昌和，清水安子，黒田久美子，森小律恵，大原裕
子，瀬戸奈津子，米田昭子，宮武陽子，数間恵子，正木治恵）：インスリン看護実践能力評価ツールの
作成．第15回日本糖尿病教育・看護学会，2010．
22．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（宮武陽子，米田昭子，森小律恵，瀬戸奈津子，西垣昌
和，数間恵子，黒田久美子，清水安子，大原裕子，正木治恵）：インスリン注射によるインシデント・
アクシデントの発生要因と構造．第15回日本糖尿病教育・看護学会，2010．
23．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（瀬戸奈津子，西垣昌和，清水安子，黒田久美子，宮武
陽子，米田昭子，森小律恵，大原裕子，数間恵子，正木治恵）：日本におけるインスリンエラーの実態
　第1報．第15回日本糖尿病教育・看護学会，2010．
24．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（正木治恵，瀬戸奈津子，西垣昌和，清水安子，黒田久
美子，宮武陽子，米田昭子，森小律恵，大原裕子，数間恵子）：日本におけるインスリンエラーの実態
　第２報．第15回日本糖尿病教育・看護学会，2010．
25．眞嶋朋子，佐藤禮子，淺井潤子，増島麻里子，岡本明美，渡邉美和，佐藤まゆみ，浅野美知恵，正木
治恵：看護系大学院修了者支援プログラム参加者のコンサルテーションに関する認識の変化．第30回
日看科会学術集会講演集，327，2010．
◎英文
26．Japan Academy of Diabetes Education and Nursing Research Group （K Kuroda， N Seto， 
M Nishigaki， Y Shimizu， Y Miyatake， A Yoneda， K Mori， Y Ohara， K Kazuma， H 
 Masaki．： Three‐Month Survey of Al Incudents/Accidents Related to Insulin Therapy in 
Japan．８th International Diabetes Federation Western Pacific Region Congress，Busan，Korea， 
2010．
27．Harue Masaki．， Kumiko Kuroda．， Mariko Tanimoto．， Yoshiyuki Takahashi．， Mikiyo 
Torita．， Pingping Zhang．， Toshiaki Kita．： Development and Verification of Evaluation Tool 
for Gerontological Nursing Care Practice． 2010 Beijing International Nursing Conference 
Abstracts， 153， 2010．
28．Kaoru Amano．， Mariko Tanimoto．， Harue Masaki．， Recovery of Self for Individuals 
Undergoing Cancer Treatment During the Downward Phase of The Ilness Trajectory．　2010 
Beijing International Nursing Conference， Abstracts， 144，2010．
29．Pingping Zhang．， Harue Masaki．， Current Situation of the Certified Nurse Specialists in 
Gerontological Nursing ‐ a review of the Japanese literature． 2010 Beijing International 
Nursing Conference Abstracts， 208， 2010．
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〔報告書〕
30．正木治恵：高齢者の主体的な健康を創出・支援する老人看護専門技術の評価ツ‐ルの開発と検証．平
成19～21年度科学研究費補助金研究成果報告書，1～4，2010．
〔単行書〕
31．谷本真理子：国際厚生事業団　看護導入テキスト（Introduction to Nursing）第3版　８．老年看護． 
154‐163　2010．
32．河井伸子：吉岡成人ら，系統看護学講座　成人看護学　６　内分泌・代謝　第13版，医学書院　284‐
293，2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
33．谷本真理子：第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会　シンポジウム１「糖尿病看護分野における
実践と研究‐相互の向上のために共にできること」セルフケア支援の研究と実践の接点を探る．第15
回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集　59，2010．
34．谷本真理子，黒田久美子，田所良之，高橋良幸，島田広美，正木治恵：高齢者ケアにおける日常倫理
に基づく援助技術．日看科会誌，30（1），25‐33，2010．
35．張平平，正木治恵：中国老年看護の発展に向けた一考察‐日本老年看護の概観を通して‐．文化看護
学会誌，2（1），40‐47， 2010．
36．正木治恵：看護の高等教育化と今後の課題２　報告書「大学における看護実践能力の育成の充実に向
けて」とそれを取り巻く状況等．看護教育，51（5），400‐404，2010．
37．大室律子，正木治恵，石井邦子，和住淑子，吉川淳子，鈴木康美：座談会　看護教育政策の今後の課
題と展望．看護教育，51（9），807‐813，2010．
38．正木治恵：日本腎不全看護学会第4回トピックス研修‐看護の実践知．日本腎不全看護学会誌，12（2），
100‐102，2010．
39．正木治恵：学部分野別ガイダンス　看護学分野．螢雪時代，878‐880，2010．
40．谷本真理子，近藤浩子，石橋みゆき，佐藤奈保，鈴木明子，東本浩美：千葉大学創立60周年　平成21
年度千葉大学看護学部公開講座「慢性疾患看護の魅力‐継続看護と退院支援の観点から」（実践報告）．
千大看紀，32，37‐42，2010．
41．谷本真理子：特集　生活習慣病をめぐる家族の支援「老年期生活習慣病患者の家族ケア」．家族看護，
8（2），57‐62，2010． 
42．上床明子，谷本真理子，正木治恵：拡張型心筋症とともに生きる患者が生活調整を行うあり様．日本
循環器看護学会誌，6（1），88‐96，2010．　 
研究状況
　当研究分野では，老人看護と慢性病看護を２本柱として教育・研究を行っている．
　老人看護では，高齢者看護のあり方に関する研究（10，35），高齢者ケアの看護実践に関する研究（4，
15，17，34），慢性疾患を有する高齢者へのケアに関する研究（8，9），高齢者ケアに携わる看護者に関す
る研究（18），高齢者の健康を支援することに関連した研究（27，30），老人看護専門看護師に関する研究
（29）に取り組み発表した．
　慢性病看護では，透析患者への看護に関する研究（3，38），脳血管障害患者への看護に関する研究（11，
14），下降期にあるがん患者に関する研究（28），循環器疾患患者に関する研究（42），慢性疾患看護に関す
る研究（40），慢性病患者の家族支援に関する研究（41）に取り組み発表した．
　糖尿病看護の領域においては，インスリン療法を受ける患者への看護に関する研究（19，20，21，22，
23，24，26），フットケアに関する研究（6，7），セルフケア確立に向けた支援に関する研究（2，12，13，
33）に取り組み発表した．また，糖尿病患者会のサポートや千葉糖尿病スタッフ研究会の運営にかかわり，
研究・実践の基盤作りを継続している．
　また慢性病看護の領域では，海外の共同研究者や留学生とともに，慢性病看護における文化的視点に関
する研究（1，16，5）も行っている．
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　その他として，看護教育に関する研究（36，37），老人看護や慢性病看護に関する教科書の共同執筆（31，
32），高校生に向けての看護学の紹介（39）を行った．
　今年度は，谷本が「下降期高齢慢性病患者の終末を見据えた包括的セルフケア支援の質評価指標の開発」
（文部科学省研究補助金（基盤C）），田所が「日本における患者‐看護師間の対人援助関係の構築・促進・
維持に関する看護援助の特徴」（文部科学省研究補助金（若手研究B）），高橋が「慢性呼吸器疾患患者のエ
ンド・オブ・ライフ・ケアの臨床知」（文部科学省研究補助金（若手研究B））を受け，研究を進めている．
精神看護学教育研究分野　
〔原著〕
 1．野﨑章子，岩﨑弥生，大塚公一郎：看護は文化にどう取り組んできたか－異文化看護・精神看護の立
場から－．多文化間精神医学，9（2），106-110，2010． 
〔学会発表抄録〕
 2．浦尾悠子，上野恭子：性別適合手術を終えた性同一性障害当事者の心理過程に関する質的研究．第30
回日看科会学術集会講演集，549，2010．
 3．小宮浩美，岩崎弥生：精神科看護の退院援助の調査と患者の強みを取り入れた退院準備状況アセスメ
ントの試案．第30回日看科会学術集会講演集，543，2010．
 4．近藤浩子，大川美千代：タッチを用いたリラクセーション技法の教育に関する研究，第１報「タッチ
施行者の生理・心理的評価」．日本看護学教育学会誌，第20回学術集会講演集，206，2010．
 5．近藤浩子，大川美千代，楊箸隆哉：リラクセーション効果をもたらすタッチ技法の開発に関する研究，
第２報．日看研誌，33（3），283，2010．
 6．大川美千代，近藤浩子：タッチを用いたリラクセーション技法の教育に関する研究，第２報「タッチ
の誘導方法の評価」．日本看護学教育学会誌，第20回学術集会講演集，206，2010．
 7．大川美千代，近藤浩子，楊箸隆哉：リラクセーション効果をもたらすタッチ技法の開発に関する研究，
第１報．日看研誌，33（3），283，2010．
 8．小宮浩美，近藤浩子，浦尾悠子，炭谷靖子：看護教育にＫＪ法を用いる方法論の確立をめざしてpart1
～問題解決に向けた人間力を育成する実習方法～．第33回ＫＪ法学会，36，2010．
 9．近藤浩子，小宮浩美，浦尾悠子，炭谷靖子：看護教育にＫＪ法を用いる方法論の確立をめざしてpart2
～看護研究に用いるラベルの書き方～．第33回ＫＪ法学会，37，2010．
〔単行書〕
10．近藤浩子：吉松和哉，小泉典章，川野雅資（編），精神看護学Ⅰ精神保健学（第５版），第２章現代の
精神保健，第６節危機理論とリスクマネジメント（71-80），第５章臨床における心の健康と不健康，
第１節患者の心の健康（138-140），第２節病気によるストレス（141-144），第３節患者を支える家族の
心の健康（145-149），第４節死と死別，遺族への支持（189-194）．ヌーヴェルヒロカワ，東京，2010．
11．岩﨑弥生：生涯発達過程にある看護の対象．髙﨑絹子・佐藤禮子（編）：看護学概説．放送大学教育振
興会，41-53，2010． 
12．岩﨑弥生：関わりと看護技術．髙﨑絹子・佐藤禮子（編）：看護学概説，放送大学教育振興会，101-116，
2010．
13．岩﨑弥生：患者を含む一単位としての家族への看護．髙﨑絹子・佐藤禮子（編）：看護学概説．放送大
学教育振興会，127-141，2010． 
〔報告書〕
14．岩﨑弥生，小宮浩美：精神科入院患者の退院促進を指向した看護援助に関する調査．主任研究者：伊
豫雅臣．平成21年度厚労科学研究費補助金［こころの健康科学研究事業］精神医療の質的実態把握と
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最適化に関する総合研究　平成21年度総括・分担研究報告書，177－208，2010．
15．岩﨑弥生，小宮浩美：精神科看護の効果の実証に関する研究．研究代表者：伊豫雅臣．厚労科学研究
費補助金［こころの健康科学研究事業］精神医療の質的実態把握と最適化に関する総合研究，平成19
年度～21年度総合研究報告書，195-217，2010．
16．岩﨑弥生：エコロジカル指向の当事者力量精神看護モデルの開発．平成19-22年度科学研究費補助金
［基盤研究（C）課題番号19592557］中間報告書，2010．
17．近藤浩子：癒し技法としての「手あて」を用いたリラクセーションに関する研究．科学研究費補助金
成果報告書，2010．
18．大川嶺子，池田明子，岩崎弥生，野口美和子：住民による高齢者地域ケアシステム構築過程に見る地
域文化的認識・行動に関する研究－支援者の「違和感」を手がかりにして．ユニベール財団研究助成
［08-03-094］研究報告書，1-17，2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
19．近藤浩子：精神科長期入院患者への退院支援〔寄稿〕．週刊医学会新聞，2010，1月
25日
20．近藤浩子：講演「長期入院患者の退院支援」．石川県立看護大学地域連携促進事業，2010．10．16
21．近藤浩子，東本裕美，益子育代，吉田文子，神澤久美子：精神看護学実習における「行
動変容サポートシート」活用の試み．日本精神科看護学会誌，53（2），203-207，2010．
22．岩崎弥生：NEXT VISION 文化看護学会第3回学術集会．精神科看護，37（12），48-49，2010．
23．小宮浩美：本との話－ゆびさきの宇宙　福島智・盲ろうを生きて　生井久美子著－精神科看護，37
（3），48－49，2010．
24．谷本真理子，近藤浩子，石橋みゆき，佐藤奈保，鈴木明子，東本裕美：千葉大学創立60周年，平成21
年度千葉大学看護学部公開講座「慢性疾患看護の魅力－継続看護と退院支援の観点から」．千大看紀要，
32，37-41，2010．
25．神澤久美子，吉田文子，近藤浩子：長期入院患者の生活技能評価における課題．第40回日看会抄録
（精神看護），128-130，2010．
26．吉田文子，神澤久美子，近藤浩子：長期入院患者による生活技能自己評価の試み．第40回日看会論文
（精神看護），131-133，2010．
27．野﨑章子，半澤節子，岩﨑弥生：わが国の児童精神科看護実践に関する文献研究－1983年から2004年
に発表された研究文献にみる看護援助の動向．自治医科大学看護学ジャーナル，7，49-62，2010．
28．筒井真由美，岩崎弥生，法橋尚弘，石垣和子，小西恵美子：第29回日本看護科学学会学術集会シンポ
ジウムⅠ　文化的境界を越えて発展する看護学Ⅰ－国際共同研究拠点の創造．日看科会誌，30（2），
102-105，2010．
〔研究状況〕
　本研究分野では，精神障害をもつ当事者の力量に焦点をあてた看護援助モデルの開発，精神科における
退院支援，癒し技法としてのタッチの技法の開発と教育効果の検証についての研究を継続して行っている．
また，精神看護学実習における行動変容サポートシートの活用や看護教育にKJ法を用いる方法論の検討，
および性同一性障害当事者の心理過程に関する質的研究も行っている．
　精神障害をもつ当事者への看護援助に関する研究では，岩崎が2007年より文部省科学研究費補助金の助
成を受け，精神障害をもつ当事者の力を生かした看護援助に関する研究を継続している（16）．精神科の退
院援助に関する研究では，岩崎，小宮が厚生労働省科学研究費補助金による分担研究を2007年度から担当
しており，精神科入院患者の退院促進を指向した看護援助について探究している（14，15）．本年度は，退
院援助の実態調査と退院準備状況アセスメント表の試案作成を行い，発表した（3）．
　また，文部省科学研究費補助金の助成を受けた近藤が，癒し技法としてのタッチに関する研究活動にお
いては，本年度は実施方法の違いによる効果の比較と教育上の効果を検討し，報告した（4，5，6，7，17）．
長期入院患者自身による生活技能自己評価に関する実践（25，26）や，精神看護学実習における「行動変
容サポートシート」活用の試みについて発表した（21）．
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　今年着任した浦尾は，性同一性障害当事者の心理過程に関する修士論文の成果を発表した（2）．
　また，看護教育におけるKJ法を用いる方法論を開発することを目的に，川喜田の著作などから知見をま
とめ，発表した（8，9）．
　その他，看護における文化的視点に関連した研究や情報発信を行った（1，18，22，28）．また，これま
でに行った精神看護に関する研究活動での成果を発信した（19，20，24）．これらの他，児童精神科看護実
践に関する研究を報告した（27）．
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山本則子　監訳）：質的研究のメタスタディ実践ガイド．医学書院， 1－165， 2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
31．渡邊輝美，宮﨑美砂子：地域住民を対象にしたポピュレ-ションアプローチの展開方法の特徴－保健師
の実践報告事例の分析－．日本地域看護学会誌，13（1），100-110，2010．
32．上田修代，宮﨑美砂子：看護実践のリフレクションに関する国内文献の検討． 千葉看会誌，16（1），61-
68，2010．
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33．宮﨑美砂子，佐藤紀子（監修及び出演）：特定保健指導 第1巻座談会．株式会社アローウィン，DVD，39
分，2010．
34．宮﨑美砂子，佐藤紀子（監修及び出演）：特定保健指導 第2巻事例編．株式会社アローウィン，DVD，58
分，2010．
　
〔研究状況〕
　地域看護学教育研究分野では，行政サービスを担う保健師の活動方法に焦点をあて，家族や地域で生活
する人々に個別に関わる看護を基盤にしながら，ケア体制作り，地域づくり，行政施策づくりにかかわる
公衆衛生看護の専門知識・技術の開発に取り組んでいる．
　教育研究では、平成19年度より取り組んでいる住民との協働型実習プログラムの評価を行い発表した
（10，11）．
　宮﨑は，厚生労働科学研究費補助金による「大都市部における自然災害等健康危機発生時の保健活動体
制と方法に関する研究」において研究代表者として取り組み、「災害・重大健康危機の発生時・発生後の対
応体制及び健康被害抑止策に関する研究」において分担研究者として取り組んでいる（8，16，17，21，
22）．また，平成19年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受けて，宮﨑が研究代表者とし
て実施してきた「地域看護実践における予防的戦略の構造と技術の体系化」の最終年度であり、研究成果
報告書をまとめた（20）．平成22年度からは，「予防活動の持続・発展に影響を与える体制・システム構築
に関する地域看護技術」に取り組んでいる．
　佐藤は，「高齢者のエンパワメントに着目した介護予防活動の評価に関する研究」について，文部科学省
科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，調査研究に取り組んでいる．岩瀬は，「軽度発達障害児の療育支
援体制の充実にむけた活動評価指標の開発」について，飯野は，「地域住民との共働による生活習慣病予防
活動の成果に関する研究」について（5），時田は，「精神障害者の生活の変化とその影響要因及び保健師の
支援との関連に関する研究」について（6），文部科学省科学研究費補助金（若手研究）を受け，調査研究
に取り組んでいる． 
　また，宮﨑は，医学部・薬学部・看護学部が共同で取り組んでいるIPEに現代GPプロジェクト「自律し
た医療組織人育成の教育プログラム－専門職連携能力育成をコアに置いた人材育成」事業推進責任者とし
てかかわり，その成果をまとめた（23）．
　また、宮﨑と佐藤は学士課程の保健師教育用テキストの編集・執筆（25，26，27，28，29）及び現任教
育用DVDの監修を行った（33，34）．
訪問看護学教育研究分野
【原著】
 1．心光世津子，遠藤淑美，諏訪さゆり：精神看護学実習のためのICFの視点を取り入れた看護過程自己
評価表の開発．日本精神保健看護学会誌，19（1），74－83，2010．
 2． 心光世津子，遠藤淑美，諏訪さゆり：精神看護学実習へのICFの視点導入に向けた研究（第3報）実
習記録改訂前後の学生による自己評価の年度別比較．大阪大学看護学雑誌，16（1），49－58，2010．
 3．中村伸江，阿部恭子，石橋みゆき，奥朋子，大野朋加，神津三佳，藤澤陽子，菅原聡美，光多恵子，
松本ゆり子，千葉均，森かずえ：専門看護師・認定看護師の役割に対する看護師以外の医療職者のニー
ズ　高度先進医療を提供する大学病院（一施設）における質問紙調査．千大看紀要，32，17－22，2010．
 4．辻村真由子，石垣和子，相原鶴代，秋山正子，新井香奈子，伊藤隆子，上野まり，角田直枝，島村敦
子，清水準一，本田彰子，森下安子：便秘ケアにおいて訪問看護師の示す裁量の幅と医師への働きか
けの実態，千葉県立保健医療大学紀要，1（1），27－34，2010．
【学会発表抄録】
 5．吉田千文，丸谷美紀，雨宮有子，石橋みゆき，木暮みどり，津野祥子，諏訪部高江，佐瀬眞粧美，樋
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３３号
－59－
口キエ子，葛西好美：退院支援において退院調整看護師が用いる家族看護技術．第17回日本家族看護
学会学術集会講演集，73，2010．
 6．島村敦子，相原鶴代，秋山正子，新井香奈子，伊藤隆子，上野まり，角田直枝，清水準一，辻村真由
子，本田彰子，森下安子，石垣和子：医師と訪問看護師双方の視点からみた家族看護．第17回日本家
族看護学会学術集会講演集，127，2010．
 7．長坂奎英，石橋みゆき，木暮みどり，津野祥子，諏訪部高江，佐瀬眞粧美，吉田千文・丸谷美紀・雨
宮有子，樋口キエ子，葛西好美：病棟・外来看護師の退院支援力を高めるために－スタッフが退院調
整を行う上での困難さをどのように克服するか．千葉看第16回学術集会集録，38－39，2010．
 8．穂坂真梨子，石橋みゆき：熟練訪問看護師が行う業務範囲外として捉えられる行為の意図・意味．千
葉看第16回学術集会集録，30，2010．
 9．津野祥子，木暮みどり，石橋みゆき：急性期病院における退院支援必要度判定票の課題の検討．千葉
看第16回学術集会集録，21，2010．
10．谷口慶子，諏訪さゆり，中村考一，姜文熙，高山紘子，高橋正彦，小池富士子，松永美根子，須藤博
子，小林厚子：在宅認知症高齢者の薬物療法における介護支援専門員の支援の実態及び課題．日本認
知症ケア学会誌，9（2），269，2010．
11．渡邉浩文，中村考一，諏訪さゆり，今井幸充，仲井間なつき，本間昭，加藤伸司，柳務：認知症介護
指導者養成研修の社会的意義に関する研究－認知症介護指導者の主観的評価を中心として－．日本認
知症ケア学会誌，9（2），315，2010．
12．高山紘子，諏訪さゆり，中村考一，姜文熙，高橋正彦，窪田茂比古，小林厚子，永島光枝，谷口慶子，
松永美根子：在宅認知症高齢者の薬物療法が適切に実施されることを目指した支援ツールの開発．日
本認知症ケア学会誌，9（2），353，2010．
13．小池富士子，諏訪さゆり，中村考一，高山紘子，姜文熙，高橋正彦，松永美根子，小林厚子，永島光
枝，西川千穂：在宅認知症高齢者の薬物療法の実態及び家族介護者の感じる困難．日本認知症ケア学
会誌，9（2），354，2010．
14．姜文熙，諏訪さゆり，中村考一，高山紘子，高橋正彦，窪田茂比古，松永美根子，西川千穂，須藤博
子，小池富士子：認知症高齢者の心身状態と家族介護者の感心の特徴．日本認知症ケア学会誌，9（2），
391，2010．
15．中村考一，今井幸充，諏訪さゆり，八森淳，佐藤信人，池田恵利子，佐々木勝則，室谷牧子，山本め
ぐみ，内田孝子，畦元智恵子：認知症連携担当者研究の現状と課題．日本認知症ケア学会誌，9（2），
415，2010．
16．諏訪さゆり：認知症ケアにおけるチームアプローチBPSDの薬物療法を受けている利用者のために
チームアプローチはできるのか．日本認知症ケア学会誌，9（2），182，2010．
17．湯浅美千代，野口美和子，酒井郁子，大塚眞理子，杉山智子，島田広美，飯田貴映子，諏訪さゆり，
吉田千文，小野幸子，麻生佳愛，丸山優：認知症高齢者の身体合併症時の看護スキルと看護管理方法
の開発．日本老年看護学会第15回学術集会抄録集，74，2010．
18．杉山智子，湯浅美千代，島田広美，麻生佳愛，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，飯田貴映子，諏訪さ
ゆり，吉田千文，小野幸子，野口美和子：身体合併症治療を受ける認知症高齢者に対する看護スキル
－ルート類の自己抜去が予測される場面に焦点を当てて－．日本老年看護学会第15回学術集会抄録集，
144，2010．
19．小山内富士子，横山英明，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，諏訪さゆり，飯田貴映子：生活リズム障
害ケアプロトコルを用いた高齢患者への介入とその評価―回復期リハビリテーション病棟における一
考察－．日本老年看護学会第15回学術集会抄録集，167，2010．
20．太田喜久子，中島紀恵子，高橋龍太郎，奥野茂代，小野幸子，牛田貴子，桑田美代子，杉本知子，諏
訪さゆり，段亜梅，得居みのり，平木尚美，松本佐知子，藤田敦子，坪井桂子，川喜田恵美，増谷順
子：介護施設の看護職におけるケア管理に関する調査研究事業．日本老年看護学会第15回学術集会抄
録集，91，2010．
21．諏訪さゆり，高山紘子，姜文熙，中村考一，谷口慶子，高橋正彦，窪田茂比呂：認知症高齢者の適切
な薬物療法に焦点を当てた家族介護者のための教育プログラムの開発．日本老年看護学会第15回学術
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集会抄録集，128，2010．
22．高山紘子，姜文熙，中村考一，高橋正彦，窪田茂比呂，谷口慶子，諏訪さゆり：認知症高齢者の薬物
療法に関する介護支援専門員の困難－看護師資格の有無による差に焦点を当てて－．日本老年看護学
会第15回学術集会抄録集，129，2010．
23．酒井郁子，飯田貴映子，諏訪さゆり，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田千文，小野幸子，大塚
眞理子，丸山優，麻生佳愛，野口美和子：身体合併症を有する認知症高齢者へのケア改善にむけた看
護管理実践－急性期病院看護管理者へのインタビューから－．日本老年看護学会第15回学術集会抄録
集，136，2010．
24．島村敦子，石垣和子，伊藤隆子，辻村真由子，石橋みゆき，宮﨑美砂子：訪問看護師による在宅認知
症高齢者の体験の捉え方－在宅認知症高齢者への入浴援助に焦点を当てて－．日本老年看護学会第15
回学術集会抄録集，252，2010．
25．大塚眞理子，諏訪さゆり，丸山優，湯浅美千代：排泄ケアの改善と普及・定着のプロセス－院内，他
院，地域への広がり－．第30回日看科会学術集会講演集，385，2010．
26．諏訪さゆり：セッションⅠ認知症治療薬　講演５　認知症ケアの本質－生活リズム障害の克服を目指
して－第15会静岡県健康・長寿フォーラム　認知症克服で健やかな長寿を～創薬と医療，18-19，2010．
27．諏訪さゆり：シンポジウムⅦ　認知症の人の自立と自律を目指して－「認知症ケアの倫理」という視
点でサービス契約から看取りまでを考える－．NPO法人在宅ケアを支える診療所・市民全国ネット
ワーク　第16回全国の集いin名古屋2010，122，2010．
28．心光世津子，遠藤淑美，諏訪さゆり：精神看護学実習における学生の形成的自己評価の気づきの特徴
－複数回実施で評価を下げた項目のない者の場合．第30回日看科会学術集会講演集，468，2010．
29．雨宮有子，佐瀬真粧美，丸谷美紀，石橋みゆき，葛西好美，木暮みどり，諏訪部高江，津野祥子，樋
口キエ子，吉田千文：退院支援過程における看護師の判断のプロセス－一人の熟練者事例の検討から
－．第30回日看科会学術集会講演集，348，2010
30．伊藤隆子，辻村真由子，石垣和子，島村敦子，相原鶴代，秋山正子，新井香奈子，上野まり，角田直
枝，清水準一，本田彰子，森下安子：緩和ケアにおける医師と訪問看護師との役割分担と連携の実際．
第30回日看科会学術集会講演集，497，2010．
31．新井香奈子，本田彰子，相原鶴代，秋山正子，伊藤隆子，上野まり，角田直枝，清水準一，辻村真由
子，森下安子，島村敦子，石垣和子：医師が捉える在宅医療における訪問看護の位置づけ．第30回日
看科会学術集会講演集，498，2010．
32．辻村真由子，相原鶴代，秋山正子，新井香奈子，伊藤隆子，上野まり，角田直枝，島村敦子，清水準
一，本田彰子，森下安子，石垣和子：褥瘡ケアにおける医師と訪問看護師との役割分担と連携の実際．
第30回日看科会学術集会講演集，498，2010．
33．朝比奈真由美，田邊政裕，宮﨑美砂子，酒井郁子，石井伊都子，関根祐子，井出成美，眞嶋朋子，伊
藤彰一，野口穂高，石橋みゆき，飯田貴映子，増田和司：専門職連携教育，3年次プログラムの実践報
告　医療チームにおける対立と合意形成プロセス体験．医学教育，41Suppl，106，2010．
34．酒井郁子，宮﨑美砂子，朝比奈真由美，石井伊都子，井出成美，眞嶋朋子，田邊政裕，関根祐子，伊
藤彰一，野口穂高，飯田貴映子，増田和司，石橋みゆき：Interprofessional Education（IPE）千葉大
学におけるIPEの特長，成果，および課題．医学教育，41 Suppl，30，2010．
【報告書】
35．諏訪さゆり，窪田茂比古，高橋正彦，小池富士子，松永美根子，小林厚子，永島光枝，西川千穂，谷
口慶子，須藤博子，中村考一：平成21年度独立行政法人福祉医療機構助成事業報告書，認知症高齢者
の家族と医療の連携促進事業報告書，社会福祉法人浴風会認知症介護研究・研修東京センター，2010．
36．諏訪さゆり，窪田茂比古，高橋正彦，小池富士子，松永美根子，小林厚子，永島光枝，西川千穂，谷
口慶子，須藤博子，中村考一：平成21年度独立行政法人福祉医療機構助成事業報告書，認知症の方と
ご家族のためのケアとお薬のガイドブック，社会福祉法人浴風会認知症介護研究・研修東京センター，
2010．
37．太田喜久子，中島紀恵子，高橋龍太郎，奥野茂代，小野幸子，牛田貴子，桑田美代子，杉本知子，諏
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訪さゆり，段亜梅，得居みのり，平木尚美，松本佐知子，藤田敦子，坪井桂子，川喜田恵美，増谷順
子：平成21年度厚生労働省　老人保健健康増進等事業　介護施設の看護職におけるケア管理に関する
調査研究事業報告書，日本老年看護学会，2010．
38．佐藤信人，八森淳，室谷牧子，山本めぐみ，佐々木勝則，池田惠利子，畦元智惠子，内田孝子，阿部
哲也，柳務，今井幸充，諏訪さゆり，中村考一，仲井真なつき，木澤則子：平成21年度厚生労働省　
老人保健健康増進等事業　認知症地域包括ケアのあり方に関する研究事業報告書，社会福祉法人浴風
会認知症介護研究・研修東京センター，2010．
39．今井幸充，八森淳，池田惠利子，佐藤信人，山本めぐみ，諏訪さゆり，渡邉浩文，中村考一：平成21
年度厚生労働省　老人保健健康増進等事業　地域包括支援センターにおける認知症ケアガイドライン，
社会福祉法人浴風会認知症介護研究・研修東京センター，2010．
40．本間昭，今井幸充，諏訪さゆりほか：平成21年度厚生労働省　老人保健健康増進等事業　認知症介護
従事者研修のあり方に関する検討，社会福祉法人浴風会認知症介護研究・研修東京センター，2010．
　　
【単行書】
41．酒井郁子，諏訪さゆり，飯田貴映子，大塚眞理子，丸山優，渕田英津子，根本敬子：第３章高齢者が
生活リズムを整えるためのケア．中島紀惠子，石垣和子（監修）酒井郁子，北川公子，佐藤和佳子，
伴真由美（編）高齢者の生活機能再獲得のためのケアプロトコール　連携と協働のために，日本看護
協会出版会，27－69．
【総説・単報・実践報告・資料・その他】
42．心光世津子，遠藤淑美，諏訪さゆり：精神看護学実習へのICFの視点導入に向けた研究（第4報）自己
評価にみる実習記録改訂前後の学生の苦手傾向の変化と教育課題．第40回日看会論文（看護教育），40，
257－259，2010．
43．諏訪さゆり：５せん妄・認知症のケア　認知症の人は何もわからないため、詳しい説明をすると混乱
し、せん妄になりやすい．EB NURSING編集委員・同編集部（編）看護のエビデンス“いま”“むか
し”かつて信じられていたこの何が変わったの？！，EB NURSING 2010 Vol．10増刊２号．中山書
店， 126－130．
44．諏訪さゆり：自立支援と自律尊重の認知症ケアをはぐくむ倫理的気づき．認知症ケア事例ジャーナル，
3（1），78－83，2010．
45．諏訪さゆり：事例発表の仕方　倫理的配慮について．認知症ケア事例ジャーナル，3（2），168－173，
2010．
46．諏訪さゆり：認知症ケアにおける多職種連携と学際的な取り組みが看護にもたらしたもの．日看科会
誌，30（2），106－107，2010．
47．諏訪さゆり：ＩＣＦ（国際生活機能分類）の基本的考え方　在宅ケアへの普及のために．訪問看護と
介護，15（12），948－953，2010．
48．諏訪さゆり：認知症者の尊厳は守られているか　認知症のケア提供者に対する教育の現状と課題．老
年精神医学雑誌，21（1），60－70，2010．
49．諏訪さゆり：認知症をめぐる教育の現状と課題　認知症介護研究・研修東京センターにおける教育の
現状と課題．老年精神医学雑誌，21（10），1095－1107，2010．
50．諏訪さゆり：連載第１回　認知症質問箱．smart nurse 12（4）， 404－405， 2010．
51．諏訪さゆり：連載第２回　認知症質問箱．smart nurse 12（5）， 532－533， 2010．
52．諏訪さゆり：連載第３回　認知症質問箱．smart nurse 12（6）， 654－655， 2010．
53．諏訪さゆり：連載第４回　認知症質問箱．smart nurse 12（7）， 776－777， 2010．
54．諏訪さゆり：連載第５回　認知症質問箱．smart nurse 12（8）， 896－897， 2010．
55．諏訪さゆり：連載第６回　認知症質問箱．smart nurse 12（9）， 1018－1019， 2010．
56．諏訪さゆり：連載第７回　認知症質問箱．smart nurse 12（10）， 1142－1143， 2010．
57．諏訪さゆり：連載第８回　認知症質問箱．smart nurse 12（11）， 1262－1263， 2010．
58．諏訪さゆり：連載第９回　認知症質問箱．smart nurse 12（12）， 1380－1381， 2010．
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59．石橋みゆき：看護学を知りたい！医師のための看護学入門　チーム医療における看護実践　訪問看護
　在宅療養を支えるパートナーを活用しよう！．JIM：Journal of Intergrated Medicine，20（７），509
－511，2010．
60．吉本照子，青山美紀子，辻村真由子，ワイマント直美，川西恭子，小坂直子，伊藤隆子，石橋みゆき，緒
方泰子，石垣和子：平成21年度文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」委託
事業　訪問看護師として再就職したい看護職者を支援する学び直しプログラム開発．千大看紀要，32，
49－56，2010．
61．鍋谷圭宏，川平洋，赤井崇，夏目俊之，林秀樹，西森孝典，上里昌也，田村道子，竹内純子，田口奈
津子，松本ゆり子，江幡智栄，光多恵子，石橋みゆき，石井裕子，鮫田真理子，佐藤由美，山本晃平，
新井健一，松原久裕：腹部救急医療におけるチーム医療　切除不能進行/再発胃癌による
oncologicemergencyに対する外科的介入とチーム医療の意義　緩和医療として貢献できるために．
日本腹部救急医学会雑誌，30（1），33－39，2010．
【研究状況】
　平成22年３月に伊藤講師、辻村助教が転出し、４月より諏訪教授、島村助教が着任した。
　諏訪は、在宅ケア、長期ケア施設、急性期病院における認知症ケアの質向上に関するケアに取り組んだ。
特に、独立行政法人福祉医療機構からの研究助成を平成21年度から受け、認知症高齢者の家族と医療の連
携促進事業に取り組み、家族介護者と介護支援専門員が認知症ケアについて正しく理解・実践し、必要時
医療機関との連携によって適切な薬物療法を行うことを可能にするツール開発を行っている（35， 36）。
また、平成21年度厚生労働省老人保健健康増進等事業によっても、介護施設における看護職によるケア管
理（37）や地域包括支援センターにおける認知症ケアのあり方（38， 39）、認知症介護従事者研修のあり
方（40）に関する研究を行った。これらの成果は、学会等で発表した（10－23， 25， 26）。さらに平成22
年度においては、平成22年度厚生労働省老人保健健康増進等事業による認知症末期患者に対する人工的な
栄養・水分補給法の施行実態とその関連要因に関する調査研究に取り組んでいる。
　石橋は、平成22年度政策医療振興財団研究助成を得て「在宅認知症高齢者の退院後の生活再構築を目標
とした援助指針の作成」に取り組んだ。共同研究者の諏訪、島村と共に、退院後6カ月以内の認知症高齢者
とその家族の療養状況を参加観察し、また、ケアスタッフ（訪問看護師や居宅介護支援事業者、グループ
ホームの介護職員など）へのインタビューを実施し、結果をまとめているところである。また、平成22年
度（第21回）フランスベッドメディカルホームケア研究助成財団より助成をうけ、「退院支援過程における
熟練退院調整看護師とソーシャルワーカーの退院調整技術」をテーマとして学外の共同研究者ら（吉田千文，
丸谷美紀，雨宮有子，諏訪部高江，佐瀬真粧美，樋口キエ子，葛西好美，木暮みどり，津野祥子）と研究
に取り組んだ。これは平成20年日本看護協会出版会の助成研究を引き継ぐ内容である。そのため、関連の
研究（5，7，29）を各学術集会で発表した。
　島村は、修士論文の一部を発表した（24）。
保健学
〔原著〕
　◎和文
 1．劉新彦，中村伸枝, 北池正：中国都市部の中学生の自己効力感、生活習慣および肥満に関する研究．千
葉看会誌，16（1），35－43，2010．
 2．深田順子，北池正, 石垣和子：訪問看護における摂食・嚥下障害看護の質評価指標改訂版の妥当性と
信頼性の検討．日看科会誌，30(1)，80－90，2010
 3．山本武志, 阿部愛美, 福代亜矢子, 北池正：中学校・高校時代の友人関係が大学生のストレス対処能力
SOCに与える影響．CAMPUS HEALTH，47(2)，174－180，2010．
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〔学会発表抄録〕　
　◎和文
 4．国井由生子，山本武志：認知症高齢者の家族が認知症罹患を認識してから受診に連れて行くかどうか
を決めるまでのプロセス．保健医療社会学論集，21（特別号），88，2010
 5．国井由生子，山本武志，北池正：認知症高齢者の家族が認知症罹患を認識するまでのプロセス．第30
回日看科会学術集会講演集，340，2010．
 6．福代亜矢子，北池正，山本武志，阿部恭子，金澤麻衣子：乳がん看護認定看護師の専門的実践活動に
関する研究．第30回日看科会学術集会講演集，389，2010．
 7．山本武志，朝倉隆司，高山智子：がん診療連携拠点病院相談支援センターとがん当事者の連携/協働に
関する調査研究．日公衛誌，57（10），256，2010．
 8．鈴木友子，齋藤尚子，劉新彦，北池正：小中学生の生活習慣向上への取り組みと自己効力感の関連に
ついて．第48回千葉県公衆衛生学会演題抄録集，38，2010．
　◎英文
 9．Takeshi Y., Michio H. : Process of identifying possible medical malpractice by lay persons: 
Medical risk communication in Japan, XVII ISA World Congress of Sociology, 2010.
10．J.S. Lee, K. Kawakubo, K. Mori, M. Umezaki, T. Kitaike, H. Takagi, Y. Kataoka, Y. Asami：
Cycling Time for Transportation and Perception of Neighborhood Environment in a 
Community in Japan． 3rd International Congress on Physical Activity and Public Health in 
Toronto Canada，454，2010．
〔報告書〕
11．平成21年度流山市小中学生学習意欲・生活習慣向上プログラム結果報告書：北池正，齋藤尚子，鈴木
友子．流山市教育委員会，1－32，2010．
〔単行書〕
12．Paterson B.L., Thorne S.E., Canam C. and Jilings C.（石垣和子，宮崎美砂子，北池正，山本則子
　監訳）：質的研究のメタスタディ実践ガイド．医学書院，1－165， 2010．
［研究状況］
　保健学教育研究分野は，地域や職域、学校の集団を対象として，健康問題を生活環境との関連で解明す
ることを目的に研究に取り組んでいる．
　北池は，中学生の適正体重維持に関連する生活習慣について調査研究を行い（1），さらに小中学生を対
象とした学習意欲・生活習慣向上プログラムを開発し、実施した上で評価を行なっている（8，11）．また，
地域環境が健康に及ぼす影響について研究を開始した（10）．山本は患者･市民の受療行動，保健行動、医
療について研究を行っている（7，9）。
ケア開発研究部
〔原著〕
◎和文
 1．和住淑子, 大室律子, 佐藤まゆみ, 荒屋敷亮子, 黒田久美子, 後藤妙子, 鈴木康美, 砥石和子, 中山珠美, 
西山ゆかり：新人看護師のプリセプターを支援する者に必要な能力と資質に関する全国調査　プリセ
プター援者の背景によるちがいに焦点を当てて.千大看紀要,32,1－8,2010．
〔学会発表抄録〕
◎和文
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シンポジウム
 2．野地有子：看護学教育研究共同利用拠点における教育－研究－実践をつなぐ看護職育成支援プログラ
ムの開発．第2回日本ヘルスコミュニケーション研究会抄録集，45，2010．
一般演題
 3．野地有子：予防給付栄養改善サービス推進のための地域体制づくり～地域高齢者の低栄養改善の取り
組みから～第15回日本老年看護学会学術集会抄録集，138，2010．
 4．野地有子：自衛隊における看護の歴史．第30回日看科学学術集会講演集，564，2010．
 5．和住淑子, 大室律子, 佐藤まゆみ, 黒田久美子, 西山ゆかり, 三谷理恵：新人看護師教育支援担当者育成
プログラムの開発．日本看護学教育学会誌,20巻学術集会講演集, 303,2010．
 6．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（清水安子，大原裕子，米田昭子，森小律恵，瀬戸奈津
子，数間恵子，黒田久美子，西垣昌和，宮武陽子，正木治恵）：インスリン療法を行う糖尿病患者への
糖尿病看護のベストプラクティス－糖尿病看護スペシャリストの実践知をもとに.日本糖尿病教育・看
護学会誌,14特別号第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集,159,2010．
 7．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（西垣昌和，清水安子，黒田久美子，森小律恵，大原裕
子，瀬戸奈津子，米田昭子，宮武陽子，数間恵子，正木治恵）：インスリン看護実践能力評価ツールの
作成.日本糖尿病教育・看護学会誌,14特別号第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集,160,2010．
 8．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（黒田久美子，西垣昌和，瀬戸奈津子，数間恵子，清水
安子，森小律恵，米田昭子，大原裕子，宮武陽子，正木治恵）：糖尿病診療体制・インスリン療法に関
する安全管理体制の全国調査.日本糖尿病教育・看護学会誌,14特別号第15回日本糖尿病教育・看護学会
学術集会抄録集,160,2010．
 9．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（宮武陽子，米田昭子，森小律恵，瀬戸奈津子，西垣昌
和，数間恵子，黒田久美子，清水安子，大原裕子，正木治恵）：インスリン注射によるインシデント・
アクシデントの発生要因と構造.日本糖尿病教育・看護学会誌,14特別号第15回日本糖尿病教育・看護学
会学術集会抄録集,160,2010．
10．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（瀬戸奈津子，西垣昌和，清水安子，黒田久美子，宮武
陽子，米田昭子，森小律恵，大原裕子，数間恵子，正木治恵）：日本におけるインスリンエラーの実態
　第1報.日本糖尿病教育・看護学会誌,14特別号第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集
,160,2010．
11．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（正木治恵，瀬戸奈津子，西垣昌和，清水安子，黒田久
美子，宮武陽子，米田昭子，森小律恵，大原裕子，数間恵子）：日本におけるインスリンエラーの実態
　第２報.日本糖尿病教育・看護学会誌,14特別号第15回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集
,160,2010．
◎英文
12．Japan Academy of Diabetes Education and Nursing Research Group (N Seto, M Nishigaki, Y 
Shimizu, K Kuroda, YMiyatake, A Yoneda, K Mori, Y Ohara, K Kazuma, H  Masaki):Three-
Month Survey of Al Incidents/Accidents Related to Insulin Therapy in Japan,8th International 
Diabetes Federation Western Pacific Region Congress Abstract Book,207,2010．
13．Shimizu,Y.; Uchiumi,K.; Asou,K.; Kuroda,K. ; Murakado,N.; Seto,N.; Masaki,H. ; Ishi,H.:THE 
DEVELOPMENT OF AN EVALUATION SCALE FOR DIABETES SELF-CARE AGENCY,8th 
International Diabetes Federation Western Pacific Region Congress Abstract Book,197,2010．
〔報告書〕
14．信川益明，丹羽正幸，岡田昌之，斎藤彰一，信川文秀，真鍋肇，野地有子：新宿における都市型高齢
者向け見守りプロセス基盤実証事業．平成21年度経済産業省地域見守り支援システム実証事業実施報
告書，1－106，2010．
〔単行書〕
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◎編集
15．野地有子，山崎久美子編集：看護という営み　最良のナースが育つことの大切さ．現代のエスプリ510
号，至文堂，ぎょうせい，1－999，2010.
◎分担執筆
16．野地有子：市民参加の看護の展開　新しい看護提供システムの構築－まちの保健室を運営して．野地
有子，山崎久美子（編），看護という営み　最良のナースが育つことの大切さ．現代のエスプリ510号，
至文堂，ぎょうせい，39－46，2010.
17．野地有子：地域看護活動の歴史，米国と英国の公衆衛生の発達と地域看護活動の歴史．地域看護学概
論，標準保健師講座１，医学書院，195－202，2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
18．野地有子，山崎久美子：本特集号の道案内－総説に代えて．野地有子，山崎久美子（編），看護という
営み　最良のナースが育つことの大切さ．現代のエスプリ510号，至文堂，ぎょうせい，5－8，2010.
19．田村やよひ，野地有子：政策医療を支える国立看護大学校の教育．野地有子，山崎久美子（編），看護
という営み　最良のナースが育つことの大切さ．現代のエスプリ510号，至文堂，ぎょうせい，47－52，
2010.
20．シン・ギョンリム（野地有子監訳）：韓国における看護の発展．野地有子，山崎久美子（編），看護と
いう営み　最良のナースが育つことの大切さ．現代のエスプリ510号，至文堂，ぎょうせい，26－38，
2010.
21．張平平, 黒田久美子, 阿部恭子, 金澤麻衣子：先行文献からみた乳房再建看護の課題．千葉看会誌16（1）
,69－75,2010．
22．黒田久美子：【看護学を知りたい!　医師のための看護学入門】【チーム医療における看護実践】糖尿病
のケア,JIM: Journal of Integrated Medicine,20（7）,503－505,2010．
23．黒田久美子, 和住淑子：臨地実習指導の充実に向けた看護系大学と臨地実習施設の協働のための研修
ニーズ　看護系大学・臨地実習施設への質問紙調査より．千大看紀要,32, 69－74,2010
24．阿部恭子, 黒田久美子, 馬場由美子：乳房切除術を受けた乳がん患者のニードに応じる乳房補整のケア
.千大看紀要,32,23－29,2010
25．黒田久美子：糖尿病教育・看護の未来に向けた人材育成『日々の実践』を生涯のキャリア開発につな
ぐ組織的支援.日本糖尿病教育・看護学会誌,14（1）,88－89,2010
26．谷本真理子, 黒田久美子, 田所良之, 高橋良幸, 島田広美, 正木治恵：高齢者ケアにおける日常倫理に基
づく援助技術.日看科会誌，30（1）,25－33,2010
 
〔研究状況〕
　4月にケア開発研究部初代教授として野地有子教授が着任し，3名の体制となった．
　本研究部では，センター事業であるプロジェクト研究の共同研究員として，11月に産業ヘルスコンサル
タンツの箕輪尚子代表および本学の緒方泰子准教授を迎え，米国サンディエゴ大学との共同研究に向けた
国際的・学際的な研究体制の構築に取り組み，成果を研修事業に活かしてきた（2）．研究会では，米国ワ
シントン大学前臨床教授でナースプラクティショナーの田中勝子氏を招聘し，高度実践看護に関する講演
会を看護学研究科公開で実施し，日米の高度実践看護と教育の比較研究を開始した．　　
　野地は前任の防衛省人事教育局付では，防衛省看護の歴史をまとめ（4），防衛省看護および厚生労働省
看護や韓国の看護の発展を含み，現代のエスプリで初めての看護の特集号となる『看護という営みー最良
のナースが育つことの大切さー』を編集した（15，16,18，19，20）．経済産業省の「地域見守り支援シス
テム実証研究」(研究代表者信川増明)の委員としてシステム構築に関する報告書をまとめた（14）．日本健
康・栄養システム学会の研究事業（厚生労働省研究費）「予防給付栄養改善サービス推進のための地域体制
づくり～地域高齢者の低栄養改善の取り組から～」を報告した（3）．これらの成果を踏まえて，センター
事業である研修の評価研究およびＦＤ・ＳＤの研究を進めている．
　黒田は，センタープロジェクトである「教育－研究－実践をつなぐ組織変革型看護職育成支援プログラ
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ムの開発」の一環として，『看護の独自性・専門性を可視化するリフレクション・フレームワークの開発－
フレームワーク要素に関する基礎的研究－』のデータ収集をすすめ，また『看護学指導者研修』の実行委
員長として，研修評価をまとめ（23），それに基づいて研修プログラムの改善を行った．またセンターの認
定看護師課程（乳がん看護）の特任教員・研究員とともに乳がん看護の研究をまとめた（21,24）．
　また日本糖尿病教育・看護学会の研究推進委員会のメンバ－としてインスリンエラ－対策への提言につ
ながる研究の発信（6-12）を行い，また文部科学省科学研究費補助金研究分担者として成果を発表した
（1,5,13,26）．現在，平成21年度センタープロジェクトから発展させた文部科学省科学研究費補助金（基盤研
究（Ｃ））による「地域の次世代育成支援事業を活用した糖尿病看護継続支援の試行と評価」（研究代表者
　黒田久美子）をすすめている．
　今村は，野地教授・黒田准教授と共にセンター事業である研修・プロジェクトの評価研究を行った．一
方，平成22年度から3年間に渡り「日本とアメリカの高齢者のためのスピリチュアリティ尺度開発研究」（文
部科学省科学研究費補助金（基盤研究 [Ｃ] による）を開始した．初年度である今年（4～12月）は，主と
してミシガン大学等アメリカの研究協力者・関係機関と協議し，全体的な研究計画の調整，タイムテーブ
ルの作成，情報収集，および尺度開発の基盤である「日米高齢者への質的インタヴュー調査」のための諸
準備を行った．これらを踏まえ，来年からアメリカ・日本の各地域で質的インタヴューを実施する予定で
ある．
政策・教育開発研究部
〔原著〕
 １．和住淑子，大室律子，佐藤まゆみ，荒屋敷亮子，黒田久美子，後藤妙子，鈴木康美，砥石和子，中山
珠美，西山ゆかり：新人看護師のプリセプターを支援する者に必要な能力と資質に関する全国調査－
プリセプター支援者の背景によるちがいに焦点を当てて－．千大看紀要, 32，1－8，2010．
〔学会発表抄録〕
 2．和住淑子，大室律子，佐藤まゆみ，黒田久美子，西山ゆかり，三谷理恵：新人看護師教育支援担当者
教育プログラムの開発．日本看護学教育学会誌，第20巻（日本看護学教育学会第20回学術集会講演集），
303，2010．
 3．Wazumi Y.，Saito S.，Yamamoto T.，Marumo M.，Nagata A.，Mizuguchi Y.，Kawabe F.：
Development of the framework for extracting the positive findings for nurses in modern day 
from F. Nightingale’s work about social reform．2010 Beijing International Nursing Conference，
150，2010．
 4．和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：社会変革期にお
けるF. Nightingale の業績の今日的意義．ナイチンゲール研究学会第31回研究懇談会資料，10－12，
2010．
 5．和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「英国陸軍の衛生
改革」におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第30回日看科会学術集会講演集，
422，2010．
 6．斉藤しのぶ，和住淑子，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「ハーレイ街病院
の再建」におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第30回日看科会学術集会講演集，
423，2010．
 7．水口陽子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，河部房子：看護婦養成にお
けるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第30回日看科会学術集会講演集，424 ，2010．
 8．丸茂美智子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「救貧院の看護改
革」におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第30回日看科会学術集会講演集，
424 ，2010．
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 9．山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「大英帝国支配下
のインドの衛生改革」におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第30回日看科会学
術集会講演集，422，2010．
10．永田亜希子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，水口陽子，河部房子：「地域看護運動」
におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究．第30回日看科会学術集会講演集，423，
2010．
11．山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ，河部房子，永田亜希子，小嶋夕佳：東西融合型健康自主管理シス
テムにおける方法論の検討．第62回日本良導絡自律神経学会学術大会抄録，44，2010．
12．Yamamoto T.，Wazumi Y.，Kawabe F.，Saito S.，Nagata A.：How ethics exist in nursing?  11th 
International ICNE Conference，59，2010.
13．斉藤しのぶ，和住淑子：看護系大学３年次編入生が自覚する学習課題．日本看護学教育学会誌，第20
巻（日本看護学教育学会第20回学術集会講演集），271，2010．
14．高橋友紀子，志賀眞希子，和住淑子：疼痛コントロールの判断過程における看護師の困難感－若手看
護師とベテラン看護師の疼痛コントロールに対する認識の比較－．第28回千葉県看護研究学会集録，
119－121，2010．
15．工藤利香，小安麻子，和住淑子：くも膜下出血術後患者の疼痛コントロールにおける看護師の判断過
程に関する研究．日本クリティカルケア看護学会誌，6（1），144，2010．
16．前田千草，大場政子，箱崎恵理，和住淑子：救急外来に勤務する看護師の「死後の処置」に対する思
い－勤務経験年数による意識の違いに焦点を当てて－．第41回日看会抄録（看護教育），256，2010．
17．山下昌子，石川京子，和住淑子：集中治療室における家族ケアに対する熟練看護師の思い－インタ
ビュー調査を通して－．日本救急看護学会雑誌，12（3），131，2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
18．黒田久美子，和住淑子：臨地実習指導の充実に向けた看護系大学と臨地実習施設の協働のための研修
ニーズ－看護系大学・臨地実習施設への質問紙調査より－，千大看紀要，32，69－74，2010．
19．和住淑子：連載「看護の高等教育化と今後の課題・４」平成20年の保健師助産師看護師学校養成所指
定規則改正とそれを取り巻く状況．看護教育，51（7），592－597，2010．
20．大室律子，正木治恵，石井邦子，和住淑子，吉川淳子，鈴木康美：座談会　看護教育政策の今後の課
題と展望．看護教育，51（9），800－806，2010．
21．和住淑子：特集「看護学を知りたい！－医師のための看護学入門－」総論　看護とは何か．Journal 
of Integrated Medicine，20（7）, 481－483，2010．
〔研究状況〕
　政策・教育開発研究部では，看護職者の役割の拡大や看護職者に寄せられる社会的ニーズにより効果的
に応えるための政策研究や，看護基礎教育と連動させた看護職者の生涯にわたる教育・人材・キャリア開
発のための研究を行っている．
　平成22年度は，看護実践研究指導センター共同研究員とともに３年間の計画で実施してきた科学研究費
補助金（基盤研究（C））「新人看護師教育におけるプリセプター支援担当者教育プログラムの開発」の最
終年度にあたり，実施した全国調査の結果をまとめるとともに（1），その成果を踏まえて開発した「自己
評価をふまえた自施設完成型新人看護師教育支援担当者育成モデルプログラムVer.1」を発表した（2）．
　また，平成21年度に新規に獲得した科学研究費補助金（基盤研究（C））「社会変革期におけるF. 
Nightingale の業績の今日的意義に関する系統的研究」を継続し，その成果を発表した（3－10）．これら
の研究は，F. Nightingale が課題解決に取り組んだ貧困，格差，地域医療，病院の経営破綻など19世紀末
の英国における保健医療福祉上の課題が，今日私たちが直面している課題と酷似していることから，F. 
Nightingaleの傑出した問題解決思考を明らかにすることにより，今日の政策的問題を解決する際に，看護
がどのような役割を果たすことができるのかを検討していくことを目的として実施しているものである．
　さらに，平成22年4月より，看護実践研究指導センターが「看護学教育研究共同利用拠点」として文部科
学省より認定されたことを契機として，これまで文部科学省委託事業として実施してきた各種研修事業の
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評価研究を実施している（18）．今後は，これらの成果を踏まえた新たな組織変革型研修企画の方向性につ
いて検討していく予定である．
　この他，現場の看護師らと共に，看護実践上の課題を解明し解決するための看護実践研究を重ねている
（14－17）．
認定看護師教育課程（乳がん看護）
〔学会発表抄録〕
 1．阿部恭子，佐藤まゆみ，金澤麻衣子，増島麻里子：若年性乳がん手術体験者のサポートグループにお
ける体験．第24回日本がん看護学会講演集，238，2010．
 2．福代亜矢子，北池正，山本武志，阿部恭子，金澤麻衣子：乳がん看護認定看護師の専門的実践活動に
関する研究．第30回日本看護科学学術集会講演集，389，2010．
〔単行書〕
 3．森田公美子：抗がん薬投与の実際　１投与直前のアセスメント　２投与の実際　投与前の準備～血管
確保　抗がん薬投与～抜針．田中登美（編），外来がん化学療法．学研，88－93，2010．
 4．金澤麻衣子： 乳がんcase2皮膚潰瘍を伴う進行乳がん．佐々木常雄編，がん診療パーフェクト，羊土社，
358-359，2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
 5．江口研二，大曲貴夫，森慎一郎，森田公美子：座談会　がん患者さんの感染症マネジメント．江口研
二（編），Cross Cancer Research，1（5），3－5，2010．
 6．金澤麻衣子：乳がんの皮膚浸潤　ナースにできる対応とケア．エキスパートナース，照林社，26 (1)，
12-15，2010．
 7．金澤麻衣子：乳房再建を受ける患者へのケア．月刊ナーシング,学研メディカル秀潤社，30(7) ，87-95，
2010．
 8．張平平，黒田久美子，阿部恭子，金澤麻衣子：先行文献からみた乳房再建看護の課題．千葉看護学会
誌，16 (1) ，69-75，2010．
〔研究状況〕
　認定看護師教育課程（乳がん看護）では，乳がん看護および乳がん看護認定看護師教育に関する教育実
践および研究を行い，報告した．
病院看護システム
〔学会発表抄録〕
 1．五十嵐裕子，島恵，永野みどり：経営統合による異動職員の支援と評価，第14回日本看護管理学会年
次大会抄録集，89，2010． 
 2．小倉嘉子，手島恵，永野みどり：小児病棟における看護師のキャリア形成への支援，第14回日本看護
管理学会年次大会抄録集，118，2010． 
 3．黒田美喜子，手島恵，看護職員のキャリア意識を啓発するワークライフバランスの推進と評価，第14
回日本看護管理学会年次大会抄録集，87，2010． 
 4．小坂智恵子，手島恵，永野みどり：看護長の能力開発，第14回日本看護管理学会年次大会抄録集，85，
2010． 
 5．高野洋子，手島恵，永野みどり：ポジティブアプローチによる看護師長の能力開発と支援，第14回日
本看護管理学会年次大会抄録集，109，2010． 
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 6．Midori　Nagano,　Megumi Teshima, Yasuko Ogata, Keiko Tokunaga ： Efective Systematic 
Measures for Pressure Ulcers in Hospitals，J WOCN，37（3S），123，2010．
 7．緒方泰子，永野みどり，橋本廸生：看護師の職務満足と看護実践環境との関連の検討：マグネット病
院の特性に基づく尺度の活用．日本医療・病院管理学会誌，47（Suppl）， 219，2010．
〔その他〕
 1．研究代表者　木村哲：厚生労働科学研究費補助金地域医療基盤開発推進研究事業,診療行為に関連した
死亡の調査分析に従事する者の育成及び資質向上のための手法に関する研究，平成21年度　総括・分
担研究報告書，平成20～21年度　総合研究報告書，事例評価法・報告書作成マニュアルにかかわる研究，
78-119，2010年3月．
 2．永野みどり：褥瘡の研究，JIM， 20(7) ，517，2010．
 3．緒方泰子，永野みどり，西岡みどり，他：The Practice Environment Scale of the Nursing Work 
Index (PES-NWI) 日本語版の信頼性と妥当性に関する予備的検討，日本医療・病院管理学会誌，47
（2），13－24，2010．
研究状況
　手島は，継続して研究している科学研究費補助金基盤（C）「看護管理者のリーダーシッププログラムの
開発と評価-価値観の多様化への対応」の調査ならびにプログラム検討の準備を進めた．また，死亡の調査
分析に従事する者の育成及び資質向上のための手法に関する研究事業に参加した．
　永野は,継続して研究している病院における褥瘡対策体制の質評価について学会にて報告した．昨年度
から開始した科学研究費補助金基盤（Ｃ）「病院における褥瘡対策体制の質評価指標の開発」の訪問調査の
実施とデータの分析に取り組んだ．
地域看護システム管理学
〔原著〕
 1．酒井郁子，湯浅美千代，島田広美，末永由理，遠藤淑美，綿貫成明，杉田由加里，山本雅子，染谷さ
ち代，広瀬穂積，吉本照子，周宇彤：脳卒中患者の自我発達を促進する看護援助理論を用いた看護師
学習プログラムの開発と評価．文化看護学会誌，2（1），27－39，2010．
〔学会発表抄録〕
 2．吉本照子，酒井郁子，八島妙子，渡邉智子，井上映子，茂野香おる，杉田由加里：介護老人保健施設
の在宅支援におけるケア職者の役割と在宅復帰支援機能加算算定の関連．日本老年看護学会第15回学
術集会抄録集，191，2010．
 3．島里慶子，吉本照子，緒方泰子：地域医療支援病院と介護老人保健施設の協働による医療・ケア継続
のための取組み‐ルールの作成過程とその効果．日本老年看護学会第15回学術集会抄録集，132，2010．
 4．東森由香，吉本照子，緒方泰子：介護老人保健施設における日々のケア継続に関する情報共有のため
のしくみ作り．日本老年看護学会第15回学術集会抄録集，193，2010．
 5．上原たみ子，吉本照子，緒方泰子：理学療法士と保健師の協働による理学療法士のポピュレーション
アプローチの取り組み．日本公衆衛生雑誌・第69回日本公衆衛生学会総会抄録集，208，2010．
 6．山口絹世，吉本照子，緒方泰子：訪問看護ステーション管理者の経営管理行動指標の枠組みに関する
文献検討．日本公衆衛生雑誌・第69回日本公衆衛生学会総会抄録集，388-389，2010．
 7．石川貴美子， 吉本照子，緒方泰子，生田恵子，都筑千景，桝本妙子，平野かよ子，岩室紳也，松坂由
香里：市町村保健師活動の専門性や質の向上に対する意識調査～A市の調査から～．日本地域看護学
会第13回学術集会講演集，163，2010．
 8．栁澤尚代，吉本照子：近隣苦情における精神保健福祉職と家族との協働に向けたアセスメントの視点．
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日本地域看護学会第13回学術集会講演集，88，2010．
 9．緒方泰子，永野みどり，橋本廸生：看護師の職務満足と看護実践環境との関連の検討：マグネット病
院の特性に基づく尺度の活用．日本医療・病院管理学会誌，47（Suppl）， 219，2010．
10．緒方泰子，乙坂佳代，橋本廸生：魅力ある訪問看護ステーションの組織特性に関する研究：看護職の
就業継続の観点から．日本公衆衛生雑誌・第69回日本公衆衛生学会総会抄録集，384，2010．
11．Midori　Nagano，　Megumi Teshima， Yasuko Ogata， Keiko Tokunaga ： Efective Systematic 
Measures for Pressure Ulcers in Hospitals，J WOCN，37（3S），123，2010．
〔報告書〕
12．吉本照子，酒井郁子，八島妙子，渡邉智子，井上映子，茂野香おる，杉田由加里：介護老人保健施設
の在宅復帰支援におけるジレンマの解決に向けたケアのシステム化③．第40回　2009三菱財団研究・
事業報告書（CD-ROM），113，2010．
13．緒方泰子：医療におけるリスクコミュニケーションに関連する研究および実践－諸外国の取組を中心
とした文献検討－（研究代表者：橋本廸生），平成21年度厚生労働科学研究費補助金事業　医療安全に
焦点をあてた総合的医療リスクコミュニケーション教育プログラムの開発と実践報告書，83－109，
2010.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
14．吉本照子， 青山美紀子， 辻村真由子， ワイマント直美， 川西恭子， 小坂直子， 伊藤隆子， 石橋
みゆき， 緒方泰子， 石垣和子：平成21年度文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プロ
グラム」委託事業　訪問看護師として再就職したい看護職者を支援する学び直しプログラム開発．千
葉大学看護学部紀要，32，49－56，2010.
15．櫻庭けい子， 吉本照子， 緒方泰子：要介護認定における認定調査員の判断基準の解釈を共有化する
しくみづくり－コンピュータネットワークと会議を活用して－．保健医療科学，59（2），169－177，
2010.
16．緒方泰子：安全で質の高い看護サービスの基盤となる看護実践環境のあり方に関する研究～マグネッ
ト病院の特性に基づく尺度の活用～．医療の広場，50（1），37－40，2010．
17．緒方泰子，永野みどり，西岡みどり，他：The Practice Environment Scale of the Nursing Work 
Index (PES-NWI) 日本語版の信頼性と妥当性に関する予備的検討，日本医療・病院管理学会誌，47
（2），13－24，2010．
　地域看護システム管理学では，看護職者が各々の組織の役割・機能，地域の状況に応じ，地域ケアの一
環としてシステム化を推進するように，地域ケアの質改善や人材育成の考え方，実践・評価方法，および
管理者の役割行動について研究・教育を行っている．修了者および在籍者の実践・研究の成果として，病
院，介護老人保健施設，行政組織および訪問看護ステーションの役割遂行に向けたしくみづくりと管理者
の行動および成果について発表した（3-7，15）．また，訪問看護学教育研究分野，学内外の教員・実践者・
医療福祉機関との連携による，文部科学省委託事業｢訪問看護師として再就職したい看護職者を支援する
学び直しプログラム開発｣の成果を報告した（14）．
　吉本は，介護老人保健施設の在宅支援機能（2，12），地域生活支援の観点からみた精神保健福祉分野に
おける近隣苦情への対応（8）に関し，報告した． 
　緒方は，PES-NWI日本語版の信頼性や妥当性（17）および看護師の職務満足等との関連（9，16） を検
討し，諸外国における医療リスクコミュニケーションの取組状況をまとめ（13），訪問看護師にとって魅力
ある職場特性を測定する尺度（10）や病院の褥瘡対策における指標 （11） の開発に取り組んだ．
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ケア施設看護システム管理学
〔原著〕
 1．酒井郁子，湯浅美千代，島田広美，末永由理，遠藤淑美，綿貫成明，杉田由加里，山本雅子，染谷さ
ち代，広瀬穂積，吉本照子，周宇彤：脳卒中患者の自我発達を促進する看護援助理論を用いた看護師
学習プログラムの開発と評価．文化看護学会誌，2(1)，27－39，2010．
〔学会発表抄録〕　
 2．遠藤淑美，石川かおり，永井優子，酒井郁子：身体に関わる他領域実践家の身体アプローチ－当事者
講師にとっての意味－．第30回日看科会学術集会講演集，215，2010．
 3．酒井郁子，湯浅美千代，遠藤淑美，黒河内仙奈，飯田貴映子，末永由理，島田広美，荒木暁子，根本
敬子：高齢脳卒中患者の自己決定を支援する学習プログラムの開発と評価．第30回日看科会学術集会
講演集，219，2010．
 4．飯田貴映子，酒井郁子：外国人看護師の受入国における適応と経験に関する海外文献の検討．第30回
日看科会学術集会講演集，359，2010．
 5．酒井郁子，飯田貴映子，諏訪さゆり，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田千文，小野幸子，大塚
眞理子，丸山優，麻生佳愛，野口美和子：身体合併症を有する認知症高齢者へのケア改善にむけた看
護管理実践－急性期病院看護管理者へのインタビューから－．日本老年看護学会第15回学術集会抄録
集，136，2010．
 6．杉山智子，湯浅美千代，島田広美，麻生佳愛，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，飯田貴映子，諏訪さ
ゆり，吉田千文，小野幸子：身体合併症を受ける認知症高齢者に対する看護スキル－ルート類の自己
抜去が予測される場面に焦点を当てて－．日本老年看護学会第15回学術集会抄録集，144，2010．
 7．小山田富士子，横山英明，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，諏訪さゆり，飯田貴映子：生活リズム障
害ケアプロトコールを用いた高齢患者への介入とその評価　回復期リハビリテーション病棟における
一考察．日本老年看護学会第15回学術集会抄録集，167，2010．
 8．吉本照子，酒井郁子，八島妙子，渡邉智子，井上映子，茂野香おる，杉田由加里：介護老人保健施設
の在宅支援におけるケア職者の役割と在宅復帰支援機能加算算定の関連．日本老年看護学会第15回学
術集会抄録集，191，2010．
 9．伊藤恵里子，酒井郁子，飯田貴映子：リハビリテーション病院における看護職と介護職の世話に対す
る満足度の変化－看護職と介護職への専門職連携教育を試みて－．千葉看第16回学術集会集録，16，
2010．
10．塩田美佐代，飯田貴映子，酒井郁子：ナレッジ交換会での対話による看護長間の関係性の変化と看護
管理能力の向上．千葉看第16回学術集会集録，20，2010．
11．湯浅美千代，島田広美，酒井郁子，飯田貴映子，末永由理，遠藤淑美，黒河内仙奈，根本敬子，荒木
暁子：高齢脳卒中患者学習支援プログラム評価－看護師へのインタビューから－．千葉看第16回学術
集会集録，24，2010．
12．酒井郁子，飯田貴映子，黒河内仙奈，根本敬子，湯浅美千代，島田広美，遠藤淑美，末永由理，荒木
暁子：高齢脳卒中患者学習支援プログラム展開のための看護師への教育と評価．千葉看第16回学術集
会集録，25，2010．
13．伊藤恵里子，末吉順子，成田智子，酒井郁子，飯田貴映子：リハビリテーション病院における看護職
と介護職のIPEプログラムの取り組み．第3回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会プログラム抄
録集，34，2010．
14．酒井郁子，宮﨑美砂子，石井伊都子，朝比奈真由美，井出成美，野口穂高，飯田貴映子，眞嶋朋子，
関根祐子，増田和司，田邊政裕，伊藤彰一，石橋みゆき，前田崇：多年次積み上げ型IPEにおけるIP
パフォーマンス自己評価の年次比較．第3回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会プログラム抄録
集，44，2010．
15．塩田美佐代，酒井郁子，飯田貴映子：看護長へのナレッジマネジメント支援によるナレッジの変化と
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看護管理実践への成果．第14回日本看護管理学会年次大会講演抄録集，109，2010．
16．酒井郁子，宮崎美砂子，朝比奈真由美，石井伊都子，井出成美，眞嶋朋子，田邊政裕，関根祐子，伊
藤彰一，野口穂高，飯田貴映子，増田和司，石橋みゆき：Interprofessional Education(IPE) 千葉大学
におけるIPEの特長，成果，および課題．医学教育，41 Suppl.，30，2010．
17．朝比奈真由美，田邊政裕，宮崎美砂子，酒井郁子，石井伊都子，関根祐子，井出成美，眞嶋朋子，伊
藤彰一，野口穂高，石橋みゆき，飯田貴映子，増田和司：専門職連携教育，3年次プログラムの実践報
告　医療チームにおける対立と合意形成プロセス体験．医学教育，41Suppl.，106，2010．
18．黒河内仙奈，酒井郁子，飯田貴映子，根本敬子，遠藤淑美, 湯浅美千代，島田広美，末永由理，荒木
暁子：高齢脳卒中患者学習支援プログラムの有効性について　ケーススタディによる検討．国際リハ
ビリテーション看護研究会誌，9(1)，62－63，2010．
19．Kieko I., Ikuko S., Sachiko O., Chifumi Y., Michiyo Y., Miwako N.: The development of nursing 
management system in acute hospitals aiming at improving the quality of nursing care for 
elder patients with dementia. Alzheimer & Dementia, 6(4) Suppl.1, S326－327, 2010.
20．Ikuko S., Yoshimi E., Michiyo Y., Yuri S., Hiromi S., Akiko A., Kana K., Keiko N., Kieko I.: 
Development of learning materials to promote self－awareness for elderly stroke patients. 2010 
Conferences at Taipei Medical University Colege of Nursing abstracts, 57, 2010.
21．Kieko I., Keiko N., Ikuko S.: Foreign care workers’ experiences in long－term care facilities in 
Japan. 2010 Conferences at Taipei Medical University Colege of Nursing abstracts, 56, 2010.
22．Misayo S., Ikuko S., Kieko I.: The development of knowledge management support system for 
mid－level nurse managers. 2010 Conferences at Taipei Medical University Colege of Nursing 
abstracts, 56, 2010.
23．Eriko I., Ikuko S., Kieko I.: Building education system for promoting interprofessional work －
Focusing on nursing staf and care staf working at rehabilitation hospital－. 2010 Conferences 
at Taipei Medical University Colege of Nursing abstracts, 57, 2010.
24．飯田貴映子，根本敬子，酒井郁子：介護保険施設における在日外国人看護・介護職の就労の現状と支
援体制に関する実態調査．文化看護学会第2回学術集会，30，2010．
25．Yuka M., Midori W., Ikuko S., Kieko I., Keiko N., Hiromi R., Toyoko Y.：An intervention to 
improve sleep-activity cycles of older persons with dementia. 25th International Conference of 
Alzheimer’S Disease International Abstracts, 122, 2010.
〔報告書〕
26．酒井郁子，佐藤広美，遠藤淑美，湯浅美千代，末永由理，飯田貴映子，荒木暁子，武重榮子，飯田正
子，川北美奈子，島田広美，根本敬子，黒河内仙奈：高齢脳卒中患者の自我発達を促進する学習教材
の開発と効果測定．平成19年度～平成21年度科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書，2010．
27．吉本照子，酒井郁子，八島妙子，渡邉智子，井上映子，茂野香おる，杉田由加里：介護老人保健施設
の在宅復帰支援におけるジレンマの解決に向けたケアのシステム化③．第40回2009三菱財団研究・事
業報告書（CD－ROM)，公益財団法人三菱財団，2010．
〔単行書〕
28．中島紀恵子，石垣和子（監），酒井郁子，北川公子，佐藤和佳子，伴真由美（編）：高齢者の生活機能
再獲得のためのケアプロトコール 連携と協働のために．日本看護協会出版会，2010．
29．酒井郁子，飯田貴映子：高齢者の生活リズムを整えることについての基本的捉え方．中島紀恵子，石
垣和子（監），酒井郁子，北川公子，佐藤和佳子，伴真由美（編），高齢者の生活機能再獲得のための
ケアプロトコール 連携と協働のために．日本看護協会出版会，28－30，2010．
30．酒井郁子，諏訪さゆり：高齢者自身が生活リズムを整えること．中島紀恵子，石垣和子（監），酒井郁
子，北川公子，佐藤和佳子，伴真由美（編），高齢者の生活機能再獲得のためのケアプロトコール 連
携と協働のために．日本看護協会出版会，30－33，2010．
31．酒井郁子，大塚眞理子，諏訪さゆり：ケアプロトコールの構成と内容．中島紀恵子，石垣和子（監），
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酒井郁子，北川公子，佐藤和佳子，伴真由美（編），高齢者の生活機能再獲得のためのケアプロトコー
ル 連携と協働のために．日本看護協会出版会，33－52，2010．
32．酒井郁子，大塚眞理子：ケアプロトコールの展開方法．中島紀恵子，石垣和子（監），酒井郁子，北川
公子，佐藤和佳子，伴真由美（編），高齢者の生活機能再獲得のためのケアプロトコール 連携と協働
のために．日本看護協会出版会，52－58，2010．
33．大塚眞理子，丸山優，渕田英津子，諏訪さゆり，根本敬子，酒井郁子：事例紹介．中島紀恵子，石垣
和子（監），酒井郁子，北川公子，佐藤和佳子，伴真由美（編），高齢者の生活機能再獲得のためのケ
アプロトコール 連携と協働のために．日本看護協会出版会，58－69，2010．
34．酒井郁子，金城利雄（編）：看護学テキストNICEリハビリテーション看護　障害をもつ人の可能性と
ともに歩む．南江堂，2010．
35．細田満和子，岩隈美穂，酒井郁子：患者と家族が体験する障害の世界．酒井郁子，金子利雄（編），看
護学テキストNICEリハビリテーション看護　障害をもつ人の可能性とともに歩む．南江堂，42－52，
2010．
36．酒井郁子：リハビリテーション看護における倫理的諸問題．酒井郁子，金子利雄（編），看護学テキス
トNICEリハビリテーション看護　障害をもつ人の可能性とともに歩む．南江堂，295－300，2010．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
37．酒井郁子：看護研究を“育てる”ための管理者の視点．看護展望，35(12)，4－9，2010．
38．酒井郁子，増田和司，鈴木貴明：せん妄をご存知ですか？．ファルマシア，46(11)，1053－1058，2010．
39．酒井郁子（編）：せん妄・認知症のケア．EB Nursing，10（増刊2），126－150，2010．
40．佐瀬真粧美，酒井郁子：退院に向けて病院看護師が他組織と連携をすすめるために必要な要素と課題．
千看学会誌，16(1)，77－85，2010．
41．湯浅美千代，酒井郁子：【看護の知・発見そして創造へ　いのちの現場の学びとケアの形】 新たな技
術の体系化へのチャレンジ　技術体系　高齢者ケア．臨床看護，36(12)，1590－1600．2010．
42．酒井郁子：【看護学を知りたい!　医師のための看護学入門】【医師が知っておきたい看護研究の発展と
成果】最近の看護研究の成果．Journal of Integrated Medicine，20(7)，512－515，2010．
43．飯田貴映子，酒井郁子：【看護学を知りたい!　医師のための看護学入門】【医師が知っておきたい看護
研究の発展と成果】高齢者の生活リズム調整援助に関する研究．Journal of Integrated Medicine，
20(7)，519，2010．
〔研究状況〕
　ケア施設看護システム管理学では，回復期リハビリテーション病棟や介護保険施設，地域密着型居宅介
護事業所等の長期ケア施設における看護・介護システム管理，高齢脳卒中患者への看護，高齢者の生活リ
ズム調整，せん妄ケア，災害後のリハビリテーション看護，看護・介護職の国際化に関する研究教育活動
をおこなっている．平成22年度は修士課程大学院生6名、博士後期課程大学院生7名となった．
　平成22年は，当領域初の修了生である平成21年度修了生2名が台湾における国際学会（22，23）や国内学
会（9，10，13，15）において修士研究の成果発表をおこなった．
 酒井は，研究代表者である科学研究補助金(基盤(C)「高齢脳卒中患者の自我発達を支える学習教材の開発」
(平成19年度～21年度)の成果をまとめ研究報告書を作成したとともに，研究成果を国内外の学会において
発表をおこなった（3，12，18，20）．平成22年度からは科学研究費補助金（基盤(B)）を得て「回復期リハ
ビリテーション病棟における看護管理実践の理論化と普及」（平成22年度～平成25年度）に取り組んでいる．
平成19年度～20年度日本老年看護学会老人保健健康増進等事業において実施した生活リズム障害に関する
ケアプロトコール開発と導入研究の成果として11月に書籍が出版され，酒井が執筆者と編者として携わっ
た（28－33）．また，リハビリテーション看護テキストの編集と執筆（34－36）もおこなった．さらに，専
門職連携教育(IPE)における成果研究の学会発表や(14，16)，酒井が分担研究者を務める認知症高齢者の急
性期病院入院時のケア管理に関する研究の途中成果の学会発表（5，6，19），せん妄ケアに関する執筆（38，
39），医学系雑誌への看護研究に関する執筆（42，43）をおこなった．
　飯田は，平成20年の研究助成を得た高齢者長期ケア施設で働く外国人看護職・介護職の実態に関する調
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査の成果や（21，24），認知症をもつ高齢患者の合併症治療を目的とした急性期入院時の看護管理に関し
（19），国内外の学会で発表をおこなった．また，科学研究費補助金(若手(B)(平成21年度－22年度)による研
究「介護保険施設における文化的感受性を高めるためのガイドラインの作成」に取り組むとともに途中成
果の発表をおこなった（4）．
